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若き農業者紹介コーナー

　「ものづくり」に興味のあった洋平さ
ん。高校を卒業後、将来料理店を開く
夢を持ち、郡山市の調理技術の専門
学校に入学。卒業後は、東京のビス
トロ※で、昼夜を問わず１年間ホールや
調理の仕事に明け暮れました。
　「小さなお店だったので、調理も含めさ
まざまな経験ができた」と振り返ります。
地元に戻った洋平さんは、「一度離れたからこそ気づく良さが
あった。あらためて自然に囲まれた故郷のきれいな景色に癒
された」と話します。
　生まれたこの土地で、ここだからこそできることに向き合う
洋平さん。「私の生き方が、子どもにとって、希望が持てて、
自分で生きていくための道標になれたらうれしい」と、いまの
心境を話してくれました。 「季の子工房」の玄関で香織さん、歩くんと

※オーベルジュ：主に郊外や地方にある宿泊設備を備えたレストラン
※ビストロ：気軽に利用できる小さなフランス料理店

こ
こ
だ
か
ら

　で
き
る
こ
と
に一生
懸
命

二本松市太田在住 
　武藤 洋平 さん

なめこの収穫をする洋平さん。

　
二
本
松
市
太
田
（
東
和
地
区
）
で
、

な
め
こ
栽
培
を
中
心
に
、
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
手
が
け
、
両
親
・

一
夫
さ
ん
、
今
子
さ
ん
と
、
妻
・
香
織

さ
ん
と
共
に
農
業
に
取
り
組
む
武
藤
洋

平
さ
ん
（
35
）。
農
業
を
行
う
中
、
自

慢
の
な
め
こ
を
使
っ
た
な
め
こ
ピ
ザ

や
、
ア
ス
パ
ラ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
ほ

か
、
同
じ
地
域
の
農
家
仲
間
の
作
る
野

菜
な
ど
を
使
っ
た
イ
タ
リ
ア
ン
を
提
供

す
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
東
和
季
の
子

工
房
」
を
経
営
。
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
家
業

の
農
業
に
就
く
前
、東
京
の
ビ
ス
ト
ロ※

で
働
い
た
経
験
を
持
つ
洋
平
さ
ん
が
料

理
に
腕
を
振
る
い
ま
す
。
６
年
前
か
ら

は
泊
ま
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
（
オ
ー
ベ
ル

ジ
ュ※

）
と
し
て
、
１
日
１
組
限
定
の

農
家
民
宿
も
開
い
て
い
ま
す
。

　
農
業
経
営
の
柱
と
な
る
な
め
こ
の
栽

培
管
理
は
、
主
に
両
親
と
洋
平
さ
ん
が

行
い
ま
す
。
３
〜
４
日
に
１
回
の
間
隔

で
、
１
回
に
約
３
２
０
０
本
に
菌
を
仕

込
み
通
年
出
荷
を
行
っ
て
い
ま
す
。
１

日
当
た
り
約
１
２
０
㎏
を
収
穫
。
年
間

約
40
ｔ
を
出
荷
し
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
Ｊ
Ａ
出
荷
で
、
規
格
が
別
の
も
の

は
、地
元
の
道
の
駅「
ゆ
う
き
の
里
東
和
」

に
も
出
荷
し
ま
す
。
旧
Ｊ
Ａ
時
代
に
武

藤
さ
ん
の
な
め
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
名
だ
っ

た
「
季
の
子
工
房
」
が
、
現
在
の
農
家
レ

ス
ト
ラ
ン
・
民
宿
の
名
称
に
引
き
継
が

れ
て
い
ま
す
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
、
香
織

さ
ん
の
担
当
。
収
穫
し
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

は
、
季
の
子
工
房
で
出
す
デ
ザ
ー
ト
に

も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

夢をかなえる
農家レストラン
夢をかなえる
農家レストラン

次代の仲間　若き農業者紹介コーナー　
特集
常勤役員による認定農業者等担い手訪問・直接対話ＪＡ事業運営への反映！

ニュース
トピックス
福島地区、伊達地区、安達地区、そうま地区

理事さんぽ
理事と一緒にオススメ・ディープスポットをおさんぽ♪

女性部活動紹介
農業人　各地の中核農家を紹介
営農情報
農業所得アップ優良事例紹介など

健康コラム「溶連菌感染症」
みらいろ作品展
JAからのお知らせ
元気にすくすく　みらいっ子
クロスワードパズル
羽賀が聞く！
イベント情報

表紙の
ウラ話

今月の表紙は、
二本松市東和地区「若手農業者仲間」の皆さんです

●ナスのスタミナ漬け
・水ナス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2kg
・醤油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200㏄
・砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・150g
・みりん・・・・・・・・・・・・・・・・・200㏄
・にんにく・・・・・・・・・・・・・・・2かけ
・たかの爪・・・・・・・・・・・・・・・・・2本
・こんぶ
・・・・・・・30cm（切こぶでも可10g）
・下漬け用塩・・・・・・200g（10％位）

●ハルちゃん漬け
・キュウリ・・・・・・・・・・・・・・・・3kg
・醤油・・・・・・・・・・・・・・・・・・600㏄
・食酢・・・・・・・・・・・・・・・・・・180㏄
・砂糖・・・・・・・・・・・・・300 ～ 500g
・たかの爪・・・・・・・・・・・・・・・・2本
※しょうがはお好みで入れる（適宜）

夏野菜を使った
お漬物

安達地区の
手作りを楽しみ

時代につなぐ自然塾で
作ったレシピです。

材料

❶ナスは食べやすい大きさに切り塩で下漬けする。
　（水が上がるまで）
❷醤油・砂糖・みりんを合わせて煮たて冷ましておく。
❸にんにくはみじん切り、こんぶ・たかの爪は細切にする。
❹なすの水分をきって❸を混ぜる。
❺❹に冷ましておいた❷をかけ少し重しをする。

ナスのスタミナ漬け

❶キュウリを 3㎜～ 5㎜の厚さで輪切りにする。
❷たかの爪・しょうが（お好みで）は千切りにし❶に混ぜる。
❸砂糖・醤油・酢を合わせ煮たてる。煮たてた熱い汁を❷にかける。
煮汁を煮たて 2～ 3回繰り返す。
※最後にかける煮汁は新しい汁を作ってかけると日持ちする。

ハルちゃん漬け

　8月のお盆直後に、二本松市太田
にある農家レストラン・民宿「東

とう
和
わ

 
季
き

の子
こ

工
こう

房
ぼう

」オーナーの武
む

藤
とう

洋
よう

平
へい

さ
んを訪ねました。今回の表紙には、
武藤さんをはじめ、東和地区で農業
に取り組む、安

あ
部
べ

一
かず

成
なり

さん、菅
すげ

野
の

瑞
みず

穂
ほ

さん、熊
くま

谷
がい

耕
こう

平
へい

さんの4人のお仲
間に集まっていただきました。撮影
の日に、ご都合が合わず参加できな
かったお仲間の皆さんにもぜひお
会いしたかったです。主にUターン
やIターンの若手農業者の方がそれ
ぞれに、農友会や4Hクラブで一緒
だったり、中学の同級生だったり、

友人だったりと、個々の繋がりが農
業を通じて結びつき、「農業を、食を、
そして地域を大切にする思い」が共
感して集まった仲間なのだなとい
う印象を受けました。
　撮影場所は、岩代地区の羽山にあ
る熊谷さんのリンゴ園です。ほんの
りと色づいた早生種のリンゴ「未

み
来
き

ライフ」に囲まれた4人。時折風が吹
く条件でしたが、最高の青空が味方
してくれました。
　実は、この日、「知ってはいたけれ
ど、あらたまって会うのは初めて」
という二人も。こんな感じで仲間の
輪が広まっていくのもうれしく感
じました。

唯一の果樹農家・熊谷さん（左）の高所作
業車に興味津々の3人

武藤さん（左）の「季の子工房」で表紙の撮
影場所を協議中！3 2



要
望
に
お
応
え
し
ま
し
た 

・
現
在
取
り
組
み
中
で
す

肥
料
・
農
薬
等
資
材
に
つ
い
て
、
合
併
メ
リ
ッ

ト
を
発
揮
し
、
安
く
で
き
な
い
か
。

●�

主
要
銘
柄
を
中
心
に
肥
料
、
農
薬
の
重
点
品
目

を
設
定
し
、
地
域
最
安
値
で
の
供
給
に
努
め
て

い
ま
す
。
他
農
材
店
等
の
価
格
調
査
を
実
施
し
、

相
見
積
り
・
入
札
、
需
要
期
外
や
早
期
商
品
買

取
等
最
安
値
で
の
仕
入
れ
に
よ
り
価
格
の
低
減

を
行
っ
て
い
ま
す
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
肥
料
は
安
価
で
効
果
も
あ
る
。
も
っ

と
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
。
水
稲
系
を
開
発
し
て
ほ
し
い
。

も
っ
と
多
品
目
に
拡
大
し
て
欲
し
い
。

●�

合
併
初
年
度
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
肥
料
作
成
に
よ
り

約
15
％
の
価
格
引
き
下
げ
を
実
現
し
ま
し
た
。

み
ら
い
ろ
物
語
シ
リ
ー
ズ
肥
料
は
品
目
選
定
・

圃
場
試
験
を
経
て
毎
年
作
成
し
て
お
り
、
果
樹

系
7
品
目
・
蔬
菜
系
2
品
目
・
水
稲
系
5
品
目

の
合
計
14
品
目
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
推
進

提
案
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
米
政
策
が
変
わ
る
が
、
Ｊ
Ａ

と
し
て
の
対
応
方
針
は
。

●�

30
年
産
米
以
降
米
政
策
は
大
幅
に
改
革
。
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
再
生
協
議
会
（
行
政
）
と

一
体
と
な
っ
た
適
正
生
産
量
へ
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。
当
Ｊ
Ａ
で
は
生
産
者
の
所
得
安
定

の
た
め
長
期
安
定
し
た
販
売
対
策
と
し
て
「
複

数
年
栽
培
・
出
荷
契
約
」
に
新
た
に
取
り
組
み

ま
す
。
平
成
29
年
産
米
か
ら
先
行
し
て
「
天
の

つ
ぶ
」
複
数
年
（
3
年
）
契
約
（
最
低
価
格
保

証
）
に
取
り
組
み
、
実
績
は
５
０
２
ha
、

２
１
５
件
、
７
９
，３
０
３
袋
と
な
り
ま
し
た
。

複
数
年
契
約
は
よ
い
取
り
組
み
で
あ
る
。
品
目

を
拡
大
し
て
ほ
し
い
。

●�

要
望
に
お
応
え
し
、
平
成
30
年
産
米
よ
り
コ
シ

ヒ
カ
リ
、
ひ
と
め
ぼ
れ
へ
拡
大
し
、
５
１
７
ha

の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

集
落
営
農
を
組
織
化
・
法
人
化
し
た
い
。
Ｊ
Ａ

で
支
援
し
て
ほ
し
い
。

●�

担
い
手
渉
外
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
を
中
心
に
組
織
化
・

法
人
化
の
支
援
を
し
ま
す
。
合
併
後
、
2
年
間

で
新
規
法
人
設
立
15
法
人
、
新
規
集
落
営
農
2

組
織
の
設
立
を
支
援
し
ま
し
た
。

収
量
ア
ッ
プ
・
品
質
ア
ッ
プ
の
た
め
の
具
体
的

な
専
門
技
術
等
を
指
導
し
て
ほ
し
い
。

●�

営
農
指
導
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま

す
が
、
長
年
の
経
験
と
豊
富
な
知
識
・
技
術
を

有
す
る
地
域
の
中
核
農
家
を
作
物
別
営
農
技
術

員
「
農
の
達
人
」
と
し
て
、
平
成
29
年
度
よ
り

16
名
（
桃
4
名
、
胡
瓜
3
名
、
米
2
名
、
梨
2

名
、
葡
萄
2
名
、
花
卉
2
名
、
あ
ん
ぽ
柿
１
名
）

委
嘱
し
、
現
地
個
別
技
術
指
導
会
を
29
年
度
は

計
44
回
を
実
施
し
ま
し
た
。

所
得
10
％
ア
ッ
プ
は
Ｊ
Ａ
だ
け
の
努
力
で
は
で

き
な
い
。
農
家
自
身
も
ど
う
努
力
す
る
か
考
え

る
べ
き
。

●�

所
得
ア
ッ
プ
の
た
め
に
は
、
農
家
個
々
の
収
量

ア
ッ
プ
・
品
質
ア
ッ
プ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
で
は
、
主
要
19
品
目
に
つ
い
て
本
店
部
会

連
絡
協
議
会
を
設
置
し
、
部
会
代
表
者
等
の
話

合
い
に
よ
り
、
そ
の
た
め
の
反
収
・
秀
品
率
・

販
売
高
等
の
目
標
を
確
認
し
「
地
域
農
業
振
興

計
画
」
に
反
映
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ハ
ウ
ス
新
設
等
規
模
拡
大
に
は
多
大
な
投
資
が

か
か
る
。
地
域
の
農
業
振
興
、
生
産
拡
大
の
た

め
Ｊ
Ａ
で
助
成
事
業
を
充
実
し
て
ほ
し
い
。

●�

旧
Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
を
踏
襲
・
充
実
す
る
形
で

合
併
後
「
地
域
農
業
振
興
積
立
金
」
を
設
置
し
、

毎
年
、
予
算
を
確
保
し
助
成
事
業
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
合
併
後
、
2
年
間
の
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
新
設
・
更
新
面
積
は
、
約
10�

ha
と
東
京
ド
ー

ム
（
４
．７�

ha
）
約
2
個
分
の
面
積
に
相
当
し

ま
す
。
こ
の
ハ
ウ
ス
支
援
事
業
を
利
用
し
た
農

家
の
6
割
が
前
年
比
30
％
以
上
販
売
額
が
増
加

し
効
果
が
で
て
い
ま
す
。

新
規
で
就
農
す
る
た
め
に
は
投
資
が
か
か
り
大

変
で
あ
る
。
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
、
Ｊ
Ａ

で
支
援
し
て
ほ
し
い
。

●�

合
併
時
に
「
担
い
手
育
成
積
立
金
」
を
創
設
し
、

農
業
研
修
・
新
規
就
農
支
援
、
農
業
関
連
融
資

等
の
助
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
29
年

度
は
、
約
2
千
万
円
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
を

積
極
的
に
進
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

●�

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
食

材
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
第
三
者
に
よ
る
認

証
「
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
の
取
得
が
不
可
欠
で
す
。
現
在
、

6
部
会
１
０
５
人
で
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
得
を
進
め

て
い
ま
す
。
う
ち
、
桃
25
人
、
梨
6
人
、
果
樹

14
人
の
3
部
会
45
人
が
30
年
5
月
に
団
体
認
証

を
取
得
し
ま
し
た
。
そ
の
他
部
会
（
胡
瓜
21
人
、

蔬
菜
15
人
、
米
24
人
）
は
9
月
下
旬
の
取
得
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

輸
出
に
取
り
組
む
べ
き
で
な
い
か
、
取
り
組
み

を
強
化
す
べ
き
で
な
い
か
。

●�

国
内
消
費
が
減
退
す
る
中
、
販
路
拡
大
と
風
評

払
拭
の
観
点
か
ら
輸
出
の
拡
大
を
進
め
て
い
ま

す
。
タ
イ
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ

桃
・
林
檎
・
梨
等
を
輸
出
し
て
い
ま
す
。
合
併

前
と
比
較
し
、
29
年
度
は
48
ｔ
と
２
４
６
％
、

輸
出
額
は
3
倍
と
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
も
輸

出
国
の
拡
大
も
含
め
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

水
稲
の
密
植
苗
栽
培
に
よ
り
コ
ス
ト
削
減
効
果

が
あ
る
と
聞
く
。
Ｊ
Ａ
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

●�

要
望
に
お
応
え
し
、
平
成
29
年
度
よ
り
取
り
組

み
を
開
始
し
ま
し
た
。
結
果
、
従
来
10
ａ
あ
た

り
18
～
20
枚
必
要
だ
っ
た
育
苗
箱
が
10
～
13
枚

ま
で
削
減
で
き
、
10
ａ
当
り
の
コ
ス
ト
・
労
力

を
３
，０
０
０
円
以
上
削
減
す
る
効
果
が
で
て

い
ま
す
。
29
年
度
は
管
内
で
54��

ha
の
実
績
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
技
術
確
立
を
は
か
り
安
定

生
産
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

販
売
単
価
ア
ッ
プ
の
た
め
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業

に
取
り
組
む
べ
き
で
な
い
か
（
苺
・
桃
等
）。

●�

あ
ん
ぽ
工
房
み
ら
い
等
に
お
い
て
、合
併
後
、苺
・

桃
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
小
箱
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
桃
の
小
箱
化
（
１
．２
Ｋ
、
2
個
詰
等
）

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
２
５
０
ｔ
を
目
標
に
進

め
て
い
ま
す
。
実
需
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
更
な
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

相
続
研
修
会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
。
相
続
で
も

め
な
い
よ
う
に
指
導
し
て
ほ
し
い
。

●�

相
続
に
関
す
る
研
修
会
と
し
て
「
終
活
セ
ミ

ナ
ー
」「
賠
償
金
と
相
続
・
贈
与
対
策
」「
相
続

対
策
と
遺
言
活
用
」「
相
続
税
・
贈
与
税
セ
ミ

ナ
ー
」
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
「
落

語
で
学
ぶ
相
続
」
を
開
催
予
定
で
す
の
で
参
加

下
さ
い
。
ま
た
、
合
併
後
、
県
内
で
は
初
と
な

る
「
遺
言
信
託
事
業
」
を
開
始
し
、
相
続
・
事

業
継
承
等
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

遺
言
信
託
10
件
、
遺
言
書
作
成
支
援
8
件
等
の

実
績
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
検
討
中
で
す
・
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

労
働
力
が
足
り
な
い
、
短
期
・
季
節
雇
用
も
確

保
が
難
し
い
。
ま
た
、
作
業
員
も
高
齢
化
し
て

い
る
。
Ｊ
Ａ
で
調
整
機
能
（
研
修
等
含
む
）
を

果
た
し
て
ほ
し
い
。

●�

現
在
、
福
島
地
区
（
本
体
）
と
伊
達
地
区
（
子

会
社
）
で
農
作
業
職
業
紹
介
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
人
手
不
足
等
の
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
福
島
で
検
討
し
て
い
る

人
材
派
遣
業
者
連
携
・
外
国
人
労
働
力
活
用
も

含
め
県
域
と
連
携
し
な
が
ら
雇
用
調
整
機
能
の

確
立
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

営
農
指
導
員
を
3
～
5
年
で
異
動
さ
せ
な
い
で

長
期
配
置
と
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
指
導
員
の

技
術
力
を
高
め
て
ほ
し
い
。
情
報
発
信
を
強
化

し
て
ほ
し
い
。

●�

同
一
地
区
だ
け
で
な
く
他
地
区
を
経
験
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
人
材
育
成
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

営
農
指
導
員
に
は
専
門
性
・
地
域
密
着
が
求
め

ら
れ
る
た
め
、
あ
る
程
度
の
期
間
従
事
が
必
要

で
す
の
で
、
内
部
け
ん
制
を
強
化
し
、
負
託
に

応
え
ら
れ
る
体
制
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
技
術
力
を
高
め
る
た
め
、
新
任
指
導
員

（
3
年
未
満
）
に
つ
い
て
、
中
核
農
家
等
に
依

頼
し
現
地
農
業
体
験
実
習
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

販
売
高
・
手
取
り
ア
ッ
プ
の
た
め
に
は
、
Ｊ
Ａ

販
売
手
法
の
見
直
し
が
必
要
で
な
い
か
。
市
場

販
売
だ
け
で
な
く
、
直
販
・
販
路
開
拓
が
必
要

で
な
い
か
。

●�

米
に
つ
い
て
は
、
実
需
者
（
卸
売
業
者
等
）
へ

の
直
接
販
売
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
合
併
前
は

40
％
程
度
の
直
販
比
率
を
平
成
29
年
度
は
63
．

５
％
ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。
園
芸
品
目
に
つ

い
て
も
量
販
店
、レ
ス
ト
ラ
ン
、学
校
給
食
、ネ
ッ

ト
販
売
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
、

ふ
る
さ
と
納
税
品
等
へ
の
取
り
扱
い
を
拡
大
し

て
い
ま
す
が
、
相
応
す
る
リ
ス
ク
対
策
、
営
業

体
制
の
整
備
を
含
め
、
実
需
者
と
の
連
携
し
た

契
約
栽
培
、
市
場
外
販
売
の
更
な
る
を
拡
大
を

進
め
ま
す
。

合
併
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
、
他
地
区
へ
の
品

目
拡
大
、
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
、
共
同
販
売
が
必

要
で
な
い
か
。

●�

各
部
会
連
絡
協
議
会
を
通
じ
て
主
要
品
目
の
規

格
統
一
更
に
共
同
販
売
に
向
け
体
制
整
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
特
に
花
キ
に
つ
い
て
は
小
菊

を
中
心
に
平
成
29
年
度
よ
り
全
地
区
普
及
拡
大

を
図
っ
て
お
り
飯
館
村
で
は
営
農
再
開
時
に
新

た
に
小
菊
の
栽
培
を
開
始
し
30
年
度
初
出
荷
し

ま
し
た
。
他
の
品
目
に
つ
い
て
も
地
区
拡
大
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

鳥
獣
害
の
被
害
が
年
々
多
く
、
深
刻
に
な
っ
て

い
る
の
で
対
策
し
て
ほ
し
い
。

●�

行
政
に
対
し
電
牧
・
捕
獲
等
の
対
応
を
要
請
し

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
行
政
お
よ
び
猟
友
会
等

と
連
携
し
対
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

資
材
店
の
在
庫
を
充
実
し
て
ほ
し
い
。
商
品
知

識
乏
し
い
、
職
員
の
育
成
を
。

●�

季
節
に
応
じ
た
商
品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
・
在
庫

の
充
実
に
努
め
ま
す
。
研
修
等
に
よ
り
職
員
の

知
識
向
上
を
進
め
ま
す
。

�

　
今
回
の
総
括
報
告
は
、
い
た
だ
い
た
意
見
の
一

部
で
あ
り
、
ま
た
、
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
く

部
分
も
多
々
ご
さ
い
ま
す
が
、「
意
見
・
要
望
に

的
確
に
応
え
て
く
れ
た
」「
合
併
し
て
良
く
な
っ
た
」

等
と
言
わ
れ
る
よ
う
、
今
後
と
も
組
合
員
の
み
な

さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
聞
き
し
な
が
ら
事

業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

常勤役員による認定農業者等担い手訪問・直接対話
ＪＡ事業運営への反映！

平成29年1月～現在までの総括

特 集

　ＪＡふくしま未来では、創造的自己改革の実践に活かすため、
常勤役員・職員が担い手農家を訪ねて直接対面し、意見を聞く活
動を平成29年1月から現在まで毎月実施しています。当初、年間
300軒を目標に4班体制でスタートしましたが、平成29年5月か
ら15班に拡大、現在までの（19か月）総訪問件数は、719軒に
なりました。
　農業者の所得
増大（みらいろ
テン！）に向け
たＪＡの事業を

周知しながら、意見・要望をお聞きし、その月を振り返る内部
検討会を行い、自己改革・ＪＡ事業に反映させてきました。
　内容を分類すると、販売強化、生産資材対応、営農指導強化
に関する意見・要望が多い状況です。この間にいただいた意見
総数は、2,018件になります。
　これまでの活動を総括し、意見・要望に対する対応・回答等
について報告いたします。

生産拡大
営農指導

経営管理支援

農業振興

販売体制
米政策

生産資材

耕作放棄地

金融共済

後継者支援
400
350
300
250
200
150
100
50
0

　

巡
回
時
の
意
見
・
要
望

●
対
応
・
回
答

　

巡
回
時
の
意
見
・
要
望

●
対
応
・
回
答
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ふくしま未来

　

３
連
覇
を
懸
け
て
出
場
し
た
白
沢
支

部
は
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
に
出
場
。
初
戦
を
勝

ち
抜
い
た
同
支
部
は
決
勝
戦
へ
。
決
勝

の
相
手
は
Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら
大
浦
支

部
。
盟
友
た
ち
は
白
熱
し
た
戦
い
を
繰

り
広
げ
る
も
力
及
ば
ず
敗
れ
て
し
ま
い
、

準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
に
出
場
し
た
日
立
木
方

部
は
初
戦
、
Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
の
よ
つ

ば
西
河
沼
と
対
戦
。
乱
打
戦
を
繰
り
広

げ
た
試
合
は
あ
と
一
歩
及
ば
ず
敗
退
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

出
場
し
た
両
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
は
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
、
お
互
い
の
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
。
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NEWS 4

農
家
の
生
産
意
欲
向
上

み
ら
い
ろ
女
子
会
Ｄ
Ｅ
肉
フ
ェ
ス

第
2
回
み
ら
い
ろ
ア
グ
リ
塾

東
京
農
大
と
宮
城
大

キ
ュ
ウ
リ

選
別
設
備
を
増
設

初
開
催
！
福
島
牛
に
３
０
０
人
が
舌
鼓

桃
の
共
選
に
興
味
津
々

直
売
所
も
初
視
察

作
業
支
援・

体
験
学
習
で
連
携

 

 

NEWS 2

　

Ｊ
Ａ
の
み
ら
い
ろ
女
子
会
は
８
月
25

日
、
福
島
市
土
船
に
あ
る
㈱
新
ふ
く
し

ま
フ
ァ
ー
ム
の
農
場
で
「
和
牛
１
０
０

キ
ロ
食
べ
つ
く
せ
！
み
ら
い
ろ
女
子
会

Ｄ
Ｅ
肉
フ
ェ
ス
」
を
初
開
催
し
、
女
子

会
員
や
地
域
住
民
な
ど
約
３
０
０
人
が

会
場
に
集
い
ま
し
た
。
普
段
は
食
べ
ら

れ
な
い
よ
う
な
Ａ
４
ラ
ン
ク
以
上
の
福

島
牛
の
、
4
つ
の
部
位(

サ
ー
ロ
イ
ン
、

肩
ロ
ー
ス
、
バ
ラ
、
モ
モ)

の
食
べ
比

べ
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
な
が
ら
、
県
産

農
産
物
の
美
味
し
さ
を
広
め
、
風
評
被

　

Ｊ
Ａ
は
8
月
5
日
、
今
年
度
2
回
目

の
み
ら
い
ろ
ア
グ
リ
塾
を
伊
達
市
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
開
催
し
ま
し
た
。

管
内
の
小
学
生
親
子
6
組
20
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
Ｊ
Ａ
の
事
を
も
っ
と
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
料
理
教
室
や
施
設
見

学
を
実
施
し
ま
し
た
。
梁
川
営
農
セ
ン

タ
ー
や
農
産
物
直
売
所
み
ら
い
百
彩
館

ん
め
～
べ
を
初
視
察
。
管
内
の
主
力
品

種
で
も
あ
る
キ
ュ
ウ
リ
や
桃
の
共
選
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
た

工
作
の
後
、
管
内
産
の
野
菜
や
果
物
を

使
っ
た
、「
彩
り
野
菜
の
ド
ラ
イ
カ
レ
ー
」

や
「
ミ
ッ
ク
ス
フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ
ー
」
づ

く
り
に
親
子
で
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
は
伊
達
地
区
・
東
部
広
域
共
選

場
に
、
キ
ュ
ウ
リ
選
別
設
備
2
系
列
を

増
設
。
引
渡
式
を
8
月
2
日
、
同
施
設

内
で
行
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
で
は
、
キ
ュ

ウ
リ
機
械
選
別
機
利
用
の
出
荷
者
ニ
ー

ズ
の
高
ま
り
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
の
4

系
列
に
加
え
、
全
6
系
列
の
稼
働
で
、

伊
達
地
区
に
限
ら
ず
Ｊ
Ａ
管
内
広
範
囲

に
わ
た
る
対
応
と
、
生
産
者
の
選
別
出

荷
作
業
の
軽
減
を
図
り
、
更
な
る
生
産

拡
大
と
生
産
者
の
所
得
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

　

桃
と
キ
ュ
ウ
リ
の
最
盛
期
に
共
選
場

の
労
働
力
確
保
と
、
学
生
の
農
業
生
産

現
場
で
の
体
験
学
習
を
目
的
に
、
東
京

農
大
は
3
年
前
か
ら
、
さ
ら
に
宮
城
大

学
は
2
年
前
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
後
藤
逸

男
東
京
農
大
教
授
、
三
石
誠
司
宮
城
大

学
教
授
の
協
力
で
、
伊
達
地
区
で
の
出

荷
作
業
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
合
わ
せ
て
１
４
１
人
の
学

生
が
7
月
21
日
か
ら
8
月
12
日
ま
で
の

期
間
作
業
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
今
年
7
月
、
東
京
農
大
と

包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
Ｊ

Ａ
と
同
大
学
で
は
、
学
生
た
ち
の
感
想

や
意
見
、
今
後
産
地
の
現
場
で
体
験
し

て
み
た
い
こ
と
、
流
通
や
商
品
開
発
な

ど
に
向
け
た
活
動
や
研
究
な
ど
の
要
望

を
ま
と
め
、
産
地
と
連
携
し
た
取
り
組

み
へ
更
に
幅
を
広
げ
る
こ
と
で
、
将
来

農
業
生
産
に
限
ら
ず
、
農
産
物
流
通
、

食
品
関
係
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

の
人
材
育
成
に
役
立
て
て
い
く
方
針
で

す
。

▲それぞれ好みの部位を堪能

▲初めて見る共選に興味深々

 

 

NEWS 3

青
空
の
下
、熱
戦
繰
り
広
げ
る

県
青
年
連
盟

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

Ｊ
Ａ
福
島
県
青
年
連
盟
主
催
の
第
47

回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
８
月
18
日
、

南
会
津
町
の
び
わ
の
か
げ
総
合
運
動
公

園
で
開
か
れ
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
安
達
地

区
青
年
連
盟
白
沢
支
部
と
そ
う
ま
地
区

青
年
連
盟
相
馬
支
部
日
立
木
方
部
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
県
内
５
Ｊ
Ａ
か
ら
14
チ
ー

ム
が
出
場
。
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
と
Ｂ
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
か
れ
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で

試
合
を
行
い
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

▲白熱した戦いを行った白沢支部の皆さん

▲青空の下で熱戦を繰り広げた日立木方部の皆さん

▲導入されたキュウリ選別設備

▲�桃の選別作業を行う
学生ら

　

伊
達
地
区
で
は
、
キ
ュ
ウ
リ
選
別
設

備
を
3
年
前
に
導
入
。生
産
者
が
選
別
・

箱
詰
め
し
出
荷
す
る
箱
共
選
の
出
荷
体

制
に
、
機
械
選
別
に
よ
る
共
選
を
加
え

た
2
体
制
で
の
出
荷
を
行
い
、
生
産

者
は
、
希
望
で
選
択
で
き
、
Ｊ
Ａ
は

毎
年
事
前
に
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て

い
ま
す
。
機
械
選
別
の
需
要
が
年
々

高
ま
っ
た
こ
と
で
、
今
回
の
増
設
と

な
り
ま
し
た
。
同
地
区
の
キ
ュ
ウ
リ

生
産
量
は
、
今
年
度
計
画
で
約
６
，

１
５
０
㌧
。
前
年
対
比
で
そ
の
う
ち

機
械
選
別
は
約
5
割
を
占
め
、
昨
年

度
実
績
の
4
割
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

生
産
者
か
ら
は
、「
家
で
箱
詰
め
で

き
る
数
量
に
は
限
度
が
あ
る
。
機
械

選
別
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
栽
培
面

積
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど

と
、
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

引
き
渡
し
式
に
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
福

島
や
工
事
関
係
者
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら

約
20
人
が
出
席
。
Ｊ
Ａ
全
農
福
島
の
伊

藤
正
文
所
長
か
ら
工
事
受
渡
完
了
書

が
、
Ｊ
Ａ
の
安
彦
慶
一
専
務
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
安
彦
専
務
は
、「
機
械
選

別
の
導
入
で
、
農
家
の
生
産
意
欲
が
よ

り
一
層
高
ま
っ
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

同
設
備
の
導
入
は
、
平
成
30
年
度
福
島

県
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
を
活
用
し

た
も
の
。
増
設
さ
れ
た
選
別
設
備
は
、

同
日
か
ら
稼
働
と
な
り
ま
し
た
。

害
払
拭
や
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
ま
し

た
。

　

参
加
者
全
員
で
の
乾
杯
で
ス
タ
ー
ト

し
た
肉
フ
ェ
ス
。
ス
タ
ー
ト
と
同
時

に
、
肉
を
焼
く
調
理
ブ
ー
ス
に
は
長
蛇

の
列
が
出
来
ま
し
た
。
特
に
人
気
だ
っ

た
の
が
サ
ー
ロ
イ
ン
で
、
開
始
１
時
間

20
分
で
品
切
れ
す
る
程
で
し
た
。
ま
た
、

フ
ァ
ー
ム
産
の
５
種
類
の
野
菜
焼
き

や
、
Ｊ
Ａ
が
運
営
す
る
そ
ば
蔵
「
旬
楽

里
」
で
２
日
間
か
け
て
仕
込
ん
だ
テ
ー

ル
ス
ー
プ
や
お
に
ぎ
り
、
ジ
ュ
ー
ス
な

ど
は
無
料
提
供
で
、
野
菜
の
収
穫
体
験

や
参
加
型
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
実

施
。
多
く
の
家
族
連
れ
が
夏
休
み
最
後

の
思
い
出
と
な
る
様
な
、
お
腹
い
っ
ぱ

い
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
「
さ
ま
ざ
ま

な
部
位
が
味
わ
え
て
よ
か
っ
た
。
福
島

牛
の
美
味
し
さ
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
発
信

し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
肉
フ
ェ
ス
は
ス
タ
ッ

フ
に
新
入
職
員
を
交
え
て
運
営
し
ま
し

た
。
6
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
行
い
、
イ
ベ
ン
ト
当

日
も
駐
車
場
係
や
受
付
係
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
や
食
農
教
育
に
つ
な
げ
ま
し
た
。
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伊達地区
トピックス

福島地区
トピックス

　

福
島
県
な
ど
は
8
月
1
日
、
県
産
桃

の
タ
イ
向
け
輸
出
便
出
発
式
を
Ｊ
Ａ
の

湯
野
共
選
場
で
開
き
ま
し
た
。
今
年
で

7
年
目
を
迎
え
る
タ
イ
へ
の
輸
出
は
、

年
々
数
量
が
増
加
し
て
い
て
、
今
年
は

昨
年
比
１
６
０
％
の
約
50
ｔ
の
桃
を
出

荷
し
ま
し
た
。

　

飯
坂
東
支
店
管
内
の
ト
キ
ワ
さ
ん
が

8
月
1
日
に
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
た
た
め
、
Ｊ
Ａ
は
同
日
、
ト
キ
ワ
さ
ん

の
ご
自
宅
で
長
寿
祝
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

長
寿
祝
い
に
は
、
永
澤
信
弘
地
区
担

当
常
務
、
北
部
エ
リ
ア
の
菅
野
昭
市
統

括
部
長
、
飯
坂
東
支
店
の
小
野
正
博
支

店
長
が
出
席
し
、
ト
キ
ワ
さ
ん
に
感
謝

状
と
記
念
品
、
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

贈
り
ま
し
た
。
ト
キ
ワ
さ
ん
も
涙
を
流

し
な
が
ら
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ご
家
族
の
皆
さ
ん
は
「
無
事
に

１
０
０
歳
を
迎
え
て
く
れ
て
嬉
し
い
。

長
生
き
し
て
下
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

県
が
タ
イ
に
向
け
て
輸
出
す
る
県
産

農
産
物
の
う
ち
、
約
6
割
を
占
め
る
品

目
が
桃
で
す
。
量
販
店
で
の
試
食
販
売

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
品
質
や
美

味
し
さ
へ
の
評
価
を
高
め
、
昨
年
は
過

去
最
高
の
31
ｔ
の
桃
を
タ
イ
に
輸
出
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
さ
ら
な
る
輸
出
拡
大
に
向

け
て
地
元
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
「
福

島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
」
が
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
加
わ
り
、
選
手
に
よ
る
店
頭
Ｐ
Ｒ

や
現
地
の
チ
ー
ム
と
の
親
善
試
合
な
ど

を
行
い
、
桃
の
認
知
度
を
高
め
ま

し
た
。
8
月
8
日
に
開
か
れ
た
親

善
試
合
で
は
、
観
客
に
Ｊ
Ａ
が
提

供
し
た
桃
１
０
０
０
個
を
配
り
ま

し
た
。

　

出
発
式
に
は
県
や
Ｊ
Ａ
の
関
係

者
な
ど
約
30
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
県
の
市
村
尊
広
課
長
が
「
新

た
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
販
路
拡

大
に
つ
な
げ
た
い
」と
意
気
込
み
、

Ｊ
Ａ
全
農
福
島
の
猪
股
孝
二
県
本

部
長
が
「
桃
は
県
産
農
産
物
輸
出

の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
。
昨
年
を
上

回
る
出
荷
を
目
指
し
た
い
」
と
説

明
、
Ｊ
Ａ
の
菅
野
孝
志
組
合
長
が

「
香
り
も
味
も
丁
度
い
い
頃
に
タ

イ
に
届
く
。
本
当
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
美
味
し
い
桃
が
出
来
た
」
と

自
信
を
述
べ
、
Ｊ
Ａ
の
伊
藤
昌
廣

専
務
を
加
え
た
4
人
で
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
し
ま
し
た
。

　
ジ
ェ
イ
エ
イ
新
ふ
く
し
ま
燃
料
（
株
）

は
８
月
22
日
、
感
謝
式
を
福
島
市
の

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ
で
開
催
し
ま

し
た
。
同
社
の
役
員
や
社
員
、
歴
代
の

役
員
ら
が
出
席
し
、
こ
れ
ま
で
の
事
業

経
過
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
感
謝
の
意

を
伝
え
ま
し
た
。

　

菅
野
孝
志
組
合
長
や
同
社
の
齋
藤
隆

社
長
、
社
員
、
歴
代
の
役
員
ら
１
０
０

人
が
出
席
。菅
野
組
合
長
の
あ
い
さ
つ
後
、

齋
藤
社
長
が
「
大
変
な
時
期
や
業
務
移

管
を
繰
り
返
し
、
そ
の
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
運
営
を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
か

ら
も
新
し
い
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
組
合
員
や
地
域
の
方
に
信
頼
さ
れ

る
経
営
に
努
め
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
新
会
社
の「
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
サ
ー

ビ
ス
」
は
９
月
１
日
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
地
元
の
「
旬
」
の
農

産
物
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
お
う
と
７

月
６
日
に
柱
沢
幼
稚
園
、
７
月
18
日
に

梁
川
認
定
こ
ど
も
園
で
食
農
教
育
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
柱
沢
幼
稚
園
で
は
園

児
と
保
護
者
30
人
。
梁
川
認
定
こ
ど
も

園
で
は
園
児
と
保
護
者
２
６
２
人
が
参

加
し
、
地
元
の
旬
の
野
菜
を
使
っ
て

「
カ
ッ
プ
ち
ら
し
ず
し
」・「
ト
マ
ト
と

卵
の
中
華
風
ス
ー
プ
」
を
作
り
、
会
食

を
楽
し
み
ま
し
た
。

▲

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
す
る
菅
野
組
合
長
（
右
か
ら
２
人
目
）
ら

▲100回目の誕生日を迎えたトキワさん(前列)

▲事業経過を振り返る齋藤社長

▲

��

ベ
ジ
フ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
お
手
伝
い
（
柱
沢
）

▲

��

野
菜
の
浮
き
沈
み
実
験
に

夢
中
の
子
ど
も
た
ち（
梁
川
）

ふ
く
し
ま
の
桃
タ
イ
へ

楠
ト
キ
ワ
さ
ん（
飯
坂
東
）

事
業
経
過
振
り
返
り
感
謝

旬
の
食
材
使
い
料
理
教
室

輸
出
便
出
発
式

１
０
０
歳
祝
い

ジ
ェ
イ
エ
イ
新
ふ
く
し
ま
燃
料

野
菜
へ
の
関
心
高
め
て
ほ
し
い

　

生
け
花
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
豊

か
な
感
性
を
育
て
、
命
の
大
切
さ
な
ど

を
学
ぶ
「
花
育
」
の
授
業
を
７
月
９
日
、

伊
達
市
立
梁
川
小
学
校
で
開
き
ま
し

た
。
福
島
県
花
き
振
興
協
議
会
の
主
催

で
Ｊ
Ａ
の
共
催
。
今
年
、
伊
達
地
区
で

は
小
学
校
９
校
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

６
年
生
88
人
が
参
加
し
た
授
業
で

は
、
㈱
福
島
花
き
取
締
役
の
阿
部
ひ
ろ

み
さ
ん
が
、
生
け
花
の
歴
史
や
七
夕
の

▲

�

真
剣
に
生
け
花
に
取
り
組
む
児
童

生
け
花
で
伝
統
文
化
学
ぶ

伊
達
地
区
の
花
育
活
動

　

伊
達
地
区
本
部
は
８
月
３
日
、「
地

元
産
の
桃
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
、

管
内
の
福
祉
施
設
に
、
旬
の
桃
「
あ
か

つ
き
」
１
２
４
箱
を
贈
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
Ｊ
Ａ
の
役
職
員
や
桃
生
産

部
会
役
員
ら
が
手
分
け
し
て
、
管
内
14

ケ
所
の
福
祉
施
設
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
伊
達
市
保
原
町
字
中
瀬

町
の
「
だ
て
の
郷
」
と
「
ほ
ど
は
ら
授

産
所
」
に
は
、
齋
藤
正
則
同
Ｊ
Ａ
モ
モ

生
産
部
会
長
と
櫻
井
俊
則
保
原
営
農
セ

ン
タ
ー
長
が
訪
れ
、「
と
て
も
甘
く
て

美
味
し
い
桃
で
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
で
食

べ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
利
用
者
の
代
表

者
ら
に
手
渡
し
ま
し
た
。

▲�桃を受け取り喜ぶ利用者らと齋藤部会長�
（前列中央）

14
施
設
で
贈
呈
式

福
祉
施
設
へ
完
熟
桃
贈
る

　

毎
年
恒
例
の
「
き
も
の

発
表
会
＆
ゆ
か
た
フ
ェ

ア
」
を
７
月
21
日
・
22
日
、

伊
達
市
の
伊
達
ふ
る
さ
と

会
館
で
開
き
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
お
買
い
得

な「
ゆ
か
た
３
点
セ
ッ
ト
」

の
ほ
か
、
新
作
の
振
袖
、

訪
問
着
な
ど
、
各
種
新
作

の
着
物
も
数
多
く
展
示
さ

れ
、
来
年
成
人
式
を
迎
え

る
家
族
連
れ
な
ど
、
多
く

の
来
場
者
で
大
い
に
賑
わ

い
ま
し
た
。

新
作
着
物
や

浴
衣
勢
揃
い

き
も
の
展
示
会
開
催

▲�振袖を選ぶ来場客

由
来
を
説
明
。
池
坊

流
講
師
の
三
品
芳
子

さ
ん
の
説
明
を
受
け

た
後
、
児
童
た
ち
は

花
材
を
一
本
一
本
丁

寧
に
生
け
て
い
ま
し

た
。児
童
た
ち
は「
お

盆
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
出
来
て
良
か
っ

た
」、「
貴
重
な
生
け

花
の
体
験
が
で
き
て

良
か
っ
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
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安
達
地
区
内
で
は
8
月
18
日
に
二
本

松
と
白
沢
、
25
日
に
安
達
と
本
宮
地
域

の
計
4
会
場
で
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
を
開
き
ま

し
た
。

　

こ
ら
ん
し
ょ
市
二
本
松
店
会
場
で

は
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
や
愛
宕
陣

太
鼓
連
響
風
組
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
、

ゲ
ー
ム
大
会
、
芸
能
発
表
、
千
葉
和
弘

さ
ん
・
恭
子
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー

な
ど
、
白
沢
営
農
セ
ン
タ
ー
会
場
で
は

ス
イ
カ
た
た
き
大
会
や
餅
つ
き
大
会
、

流
し
そ
う
め
ん
、
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

安
達
地
区
管
内
の
二
本
松
市
大
平
で

8
月
22
日
、
早
場
米
「
五
百
川
」
の
稲

　

Ｊ
Ａ
子
会
社
の
Ｊ
Ａ
共
同
施
設
㈱
が
運

営
す
る
Ｊ
Ａ
斎
場
ゆ
い
の
改
修
工
事
が
終

わ
り
、
小
規
模
葬
儀
場
が
改
築
さ
れ
ま
し

た
。

　

近
年
は
家
族
葬
な
ど
の
小
規
模
で
の
葬

儀
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
客

様
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
今
回

設
置
し
ま
し
た
。

　

田
邊
敏
勝

代
表
取
締
役

社
長
は
「
皆

様
の
要
望
に

沿
っ
た
葬
儀

が
提
案
で
き

る
よ
う
に

な
っ
た
」
と

話
し
て
い
ま

し
た
。

　

地
域
活
性

化
や
農
業
生

産
振
興
を
目

指
し
、
生
産

技
術
向
上
、

６
次
化
商
品

開
発
な
ど
を

支
援
す
る
た

め
、
そ
う
ま

地
区
本
部
で

８
月
20
日
、
相
馬
農
業
高
校
と
小
高
産

業
技
術
高
校
に
そ
れ
ぞ
れ
支
援
金
10
万

円
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

同
日
両
校
の
生
徒
や
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら

15
人
が
出
席
。
星
保
武
そ
う
ま
地
区
担

当
常
務
が
「
新
商
品
の
開
発
や
地
域
の

発
展
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
両
校
生
徒
に
支
援
金
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　

相
馬
農
業
高
校
・
農
業
ク
ラ
ブ
の
理

事
長
を
務
め
る
寺
島
香
菜
さ
ん
（
３
年
）

は
「
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
地
域

の
発
展
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
話
し
、
小
高
産
業
技
術
高
校
・

商
業
研
究
部
部
長
の
石
井
美
奈
さ
ん（
１

年
）
は
「
地
域
活
性
化
や
６
次
化
商
品

開
発
に
活
用
し
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ

ま
し
た
。

　

そ
う
ま
地
区
管
内
で
は
、
梨
「
幸
水
」

の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
猛

暑
の
影
響
で
、
平
年
よ
り
１
週
間
ほ
ど

早
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

相
馬
市
磯
部
で
梨
を
１
０
０
㌃
栽
培

す
る
、
そ
う
ま
地
区
な
し
部
会
の
大
和

田
一
則
部
会
長
は
「
昨
年
は
長
雨
の
影

響
で
良
く
な
か
っ
た
が
、今
年
は
大
き
さ
、

味
と
も
に
良
好
」
と
話
し
ま
す
。「
幸
水
」

の
後
、「
豊
水
」「
あ
き
づ
き
」「
新
高
」

と
続
き
、
10
月
末
ま
で
続
き
ま
す
。

　

大
和
田
部
会
長
は
月
例
会
で
「
大
玉

生
産
を
目
標
に
、規
格
外
商
品
を
減
ら
す
」

こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
同
地
区

で
は
、
昨
年
を
上
回
る
３
７
２
㌧
を
県

内
中
心
に
仙
台
や
京
浜
の
市
場
に
出
荷

す
る
計
画
で
す
。

　

そ
う
ま
地
区
管
内
の
相
馬
せ
り
組
合

は
8
月
21
日
、
セ
リ
の
高
品
質
出
荷
に

向
け
て
、
苗
の
共
同
防
除
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
同
組
合
員
や
Ｊ
Ａ
職
員
ら
が

セ
リ
の
苗
に
殺
菌
剤
や
殺
虫
剤
を
散
布

し
ま
し
た
。

　

同
組
合
が
生
産
す
る
セ
リ
は
、
地
下

水
の
き
れ
い
な
水
を
使
用
。
太
く
て
や

わ
ら
か
く
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
た
食
感

で
生
で
も
食
べ
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

3
人
の
生
産
者
で
組
織
し
、
作
付
面

積
は
70
㌃
。
今
年
は
、
1
万
１
２
５
０

㌔
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
同
組
合
の
遠

藤
明
朗
組
合
長
は
「
生
産
農
家
を
増
や

し
、
作
付
面
積
も
増
や
し
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

そ
う
ま
地
区
園
芸
部
会
は
8
月
25
、

26
の
両
日
、
東
京
都
世
田
谷
区
の
二
子

玉
川
ラ
イ
ズ
ガ
リ
レ
イ
で
Ｊ
Ａ
全
中
と

Ｊ
Ａ
全
農
が
開
い
た
「
や
さ
い
の
日
」

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
部
会
ら

7
人
は
、
風
評
被
害
払
拭
や
園
芸
品
目

の
都
心
部
で
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
、
地
元

産
の
ネ
ギ
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
タ
マ
ネ
ギ

な
ど
を
そ
ろ
え
、
生
産
者
ら
が
お
い
し

さ
と
安
全
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

園
芸
部
会
の
齋
藤
忠
一
部
会
長
は

「
風
評
被
害
払
拭
は
も
ち
ろ
ん
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
復
興
し
て
い
る
現
状
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

▲各地区の皆さんによる芸能発表（こらんしょ市 二本松店会場）

▲多くの人が参加した懸賞付き餅まき大会（本宮営農センター会場）
▲ 子供たちに大盛況の流しそうめん
（白沢営農センター会場）

▲収穫を迎えた「五百川」▲小規模葬儀を行える新葬儀場

▲キッチンなども完備

▲支援金を贈呈した星常務（中央）

▲梨「幸水」を収穫する大和田部会長

▲防除作業を行う組合員ら

▲地元産野菜を手渡す齋藤部会長（右）

4
会
場
で

Ｊ
Ａ
ま
つ
り
開
催

早
場
米「
五
百
川
」刈
取
り

小
規
模
葬
儀
場
が
完
成

相
馬
農
業
高・
小
高
産
業

技
術
高
に
10
万
円

出
荷
最
盛
期
10
月
ま
で

高
品
質
出
荷
へ

共
同
防
除

地
元
産
都
心
部
で

ア
ピ
ー
ル

組
合
員・地
域
住
民
と
交
流
深
め
る

高
温
乗
り
越
え
収
穫
迎
え
る

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

支
援
金
贈
呈
式

そ
う
ま
地
区
な
し
部
会

相
馬
せ
り
組
合

や
さ
い
の
日

▲力強い演奏を披露する智恵子のふる里太鼓保存会の皆さん（ラポートあだち会場）

　

ラ
ポ
ー
ト
あ
だ
ち
会
場
で
は
地
元
出
身

の
吉
本
芸
人
ギ
ャ
ン
ブ
ル
グ
ル
ー
ヴ
に
よ

る
お
笑
い
ラ
イ
ブ
や
智
恵
子
の
ふ
る
里
太

鼓
保
存
会
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
な
ど
、
本

宮
営
農
セ
ン
タ
ー
会
場
で
は
カ
ラ
オ
ケ
大

会
や
牛
乳
早
飲
み
大
会
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

シ
ョ
ー
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

各
会
場
様
々
な
催
し
で
組
合
員
や
地
域

住
民
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

刈
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
、
稲
刈

り
を
し
た
の
は
安
斎
孝
行
さ
ん
。
孝
行
さ

ん
は
コ
ン
バ
イ
ン
で
た
わ
わ
に
実
っ
た
黄

金
色
の
「
五
百
川
」
30
㌃
を
刈
り
取
り
ま

し
た
。

　

孝
行
さ
ん
は
「
暑
さ
に
負
け
ず
、
こ
こ

ま
で
実
を
つ
け
て
く
れ
て
あ
り
が
た
い
」

と
7
月
の
高
温
を
乗
り
越
え
た
稲
に
感
謝

し
て
い
ま
し
た
。

　

24
日
に
は
放
射
性
物
質
全
量
全
袋
検
査

を
行
い
、
全
て
基
準
値
未
満
と
な
り
ま
し

た
。

　
「
五
百
川
」
は
9
月
1
日
よ
り
Ｊ
Ａ
農

産
物
直
売
所
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
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ひまわり畑

115

115

349

349

4

317
318

308
51

1

3 阿部さんの
にがうり

4

NPO法人
0073

2あおき食堂

大波夏祭り

中
村
街
道

阿
武
隈
川

広瀬側

広瀬側

至 霊山

至 保原

至 月舘

至 福島 御幸山

雨乞山

　大波地域の復興を応援しようと立ち上がったのは元東京電力社員で除
染関係の仕事をしていた永井康

やす

統
のり

さん。同地域で食べたお米に魅了され、
これからは営農再開に向けた取り組みが重要だと考えた永井さんは昨年
10月、NPO法人0073を立ち上げ、現在は大波地域の農産物のPRに奮闘し

ています。永
井さんは「今
はまだ課題が
た く さ ん あ
る。今後は課
題をクリアし
ながら農産物
の販路拡大や
6次化商品の
開 発 な ど を
行っていきた
い」と話しま
す。

1 大波夏祭り
　女性部大波支部は旧大波小学校で開かれる大波夏まつりに焼きそば屋を出店し、お手製の焼き
そばを振る舞っています。
　この夏祭りは毎年8月に開かれており、今年で13回目。ステージイベントや太鼓演奏などが繰
り広げられ、夜は仮装盆踊りや打ち上げ花火で盛り上がります。
　同女性部が出店をはじめたのは3回目から。同地域の運動会で焼きそばを提供していた同女性
部に夏まつり実行委員会から依頼があったことがきっかけです。
　同女性部が提供する焼きそばは多くの人から好評で、取材中も購入する人が後を絶ちませんで
した。

焼きそばを作る紺賴理事

女性部大波支部のみなさん

和太鼓演奏

2 あおき食堂

　奈良県出身夫婦が経営する食堂。青木
洸一さん、和子さんが平成8年からラーメ
ンやお好み焼きをメインに種類豊富な料
理を提供しています。

紺賴理事おすすめのお好み焼きと冷やし中華

洸一さん（左）と和子さん

店内には和子さんの好きなキティちゃんがたくさん

店舗情報
●住　所：福島市大波字水戸内向4-13
●営業時間：11：00 ～ 20：00
●定休日：木曜日
●問合せ：024-588-1377

3 特産の「にがうり」
　大波地区は「にがうり」の産地です。にがうり
はビタミンCや鉄分、カルシウムなど栄養満点。
「夏バテ改善」「胃腸の状態を整える」「血糖値・血
圧を下げる」などの効果があります。にがうりと
聞くと「苦い」イメージがありますが、同地区で
生産されるにがうりは苦味がなく食べやすいの
が特徴です。
　同地区でにがうりを栽培する阿部貞夫さん
は、「自分のペースで栽培することができる」と
話します。阿部さんはにがうりを普及するため
に、ＪＡ女性部員を中心に指導会などを開催し、
にがうり農家の普及拡大に努めました。
　今年から新しい品種「雅」の栽培に取り組んで
いる阿部さん。「光線不足でも色付きがいい「雅」
を栽培できるようにしたい」と話していました。
●所在地　福島市大波字上屋敷

電波を飛ばして自宅でも温度管理がで
きる温度計

にがうりの普及拡大に努める貞夫さん

大波の「にがうり」
食べてみてください

新しい品種「雅」

にがうり「百成1号」

代表の永井さん

大波城下の丘一面に咲くひまわりと紺賴理事

4 NPO法人0
お

0
お

7
な

3
み

今度焼きそばを
食べにきてください！

　ラーメンは洸一さん、お好
み焼きは和子さんが担当。本
場関西のお好み焼きを味わ
うことができます。出前サー
ビスも行っており、紺賴理事
も良く利用しています。20
人以上が入れる客室にはカ
ラオケがあり、常連のお客さ
んは「ここに来てカラオケを
することで健康でいられる」
と話していました。

　さらに同法人は、115号線沿い大波城跡下の丘一面
に咲くひまわりの管理も行っています。丘一面に咲く
ひまわりは見る人を魅了しています。

当ＪＡ理事・監事の皆さん

と地域のあんな所やこん

な所を巡る企画、理事さん

ぽ。今回は福島地区の紺賴

純子理事が案内してくれ

ました。

福島地区
大波編
福島地区
大波編

理
事
さ
ん
ぽ

理
事
さ
ん
ぽ

お
で
か
け

　み
ら
い
ろ
ー
ど
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女性部
活動紹介

　福島を代表する祭り「わらじまつり」が8月3、4日
に福島市内で行われ、当JA女性部福島地区本部の皆
さんや新入職員など約200人がわらじ踊りに参加しま
した。今年は当JAと友好協力協定を結ぶ「エフコー
プ生活協同組合」の皆さんにも参加していただき、多
くの観客に協同組合や旬の桃をPR。見事、6年ぶり
となる「大わらじ賞」を受賞することが出来ました。
　わらじ踊りの第1部と第2部で繰り広げられた「平
成わらじ音頭」がわらじまつりで披露されるのは今
年で最後となり、来年からは新しい踊りが導入され
る予定です。今年は33団体から約3，200人が参加し
ました。当JA女性部は第1部に参加し、お揃いの浴
衣とうちわで息の合った踊りを披露。橘内弘子女性
部長とJAの役員、エフコープの皆さんは提灯と横幕
を持って先頭を歩きました。ステージ上でのPRタイ
ムでは橘内部長とエフコープの秋成紗恵子さんが登
壇し、旬の桃をPR。秋成さんは「福岡でも福島の美
味しい桃をたくさんPRしたい」と話していました。
　40分間の踊りの後、審査結果が発表され、当JAは
見事第1部の「大わらじ賞」に輝きました。ステージ

旬の桃をPRする橘内部長（中）

横幕でJAをPR

息の合った踊りを披露する部員の皆さん

6年ぶり「大わらじ賞」受賞！　
第49回福島わらじまつり睡眠の大切さを学ぶ　福祉活動研修会

　ＪＡ東北北海道女性組織協議会主催の「平成30年度
東北北海道地区ＪＡ女性組織リーダー研修会」が8月23
日・24日の両日、山形県内で開催され、福島県代表とし
て当ＪＡ女性部そうま地区本部相馬総合支部の遠藤ミ
ヨ子さんが出場しました。
　同研修会では東北・北海道の7地区で開催された「組
織活動体験発表」で最優秀賞を受賞した7名が全国大会
を目指して発表しました。
　遠藤さんは「ふれあい市のあゆみ　あるいて…あるい
て…」と題して、制限時間の10分間を9分55秒と最大限
に活用し、堂々と発表しました。

遠藤さんが福島県代表として発表
「組織活動体験発表」

県代表として発表した遠藤さん（後列左から3番目）と応援団の皆さん

そうま

講話を興味深く聴く参加者の皆さん

　女性部伊達地区本部は8月8日、女性講座「みらいス
クール」の第4回講座を行いました。今回の講座は
「食」と「ものづくり」について学ぶ、日帰りバスツア
ーで、同管内の女性ら32人が参加しました。
　先ず訪れたのは、二本松市の「奥の松酒造」。清酒工
場内では、瓶詰めなどの工程を見学し、福島を代表する
同酒蔵の銘酒などさまざまな商品に触れ、参加した皆さ
んは、あらためて福島の酒造りの素晴らしさを再確認し
ていました。
　昼食は、同市内で江戸時代から続く味噌屋の古い蔵
を利用した「蔵カフェ千の花」で、味噌や醤油を生かし
た料理や伝統料理「ざくざく」を取入れたランチを堪
能。郷土料理に対する理解を深めました。昼食後は、明
治2年創業の歴史ある、二本松工藝館・田中家具を訪
れ、、二本松の伝統家具や和モダンスタイルの家具など

　安達地区ふれ愛グループ連絡協議会は8月27日、二
本松支店で福祉活動研修会を開き、同グループ会員
や女性部員63人が参加しました。
　同研修会はJA健康寿命100歳プロジェクトの一環
で、組合員や地域住民の健康づくりのために実施し
ています。
　今回は睡眠健康指導士の柚木昭男さんを講師に迎
え、「グッスリ眠って気持ちの良い朝を」と題した講
話を行いました。柚木さんは睡眠がどれだけ健康に
影響しているのかや正しい睡眠知識を説明。参加し
た皆さんは興味深く耳を傾け、最後には「睡眠の大
切さを改めて知ることができた」と話していました。

「食」と「ものづくり」を学ぶバスツアー
みらいスクール第4回講座

田中家具のショールームで説明を聞く参加者

伊達

安達

安達

　女性部東和総合支部は7月26日、東和支店で支部全
体役員会を開きました。役員会には約20人が出席し、
役員の皆さんが下期の活動について協議しました。ま
た、9月2日の「東和ふるさと祭り」の芸能発表や模擬店
への協力要請を行いました。
　役員会終了後には家の光5月号の記事を活用し「押し
花入りフラワーペン」作りを行いました。役員の皆さん
はトレーシングペーパーに押し花を並べて、透明なシー
ルを貼った後、トレーシングペーパーをペン本体に差し
込み完成させました。
　参加した部員は「皆と話しながら楽しく簡単に作るこ
とができた」と話していました。

下期活動や東和ふるさと祭りの出し物を協議
家の光記事活用し押し花入りフラワーペン作りも実施

オリジナルのボールペンを持って、「はいポーズ.!」

完成した
フラワーペン

福島

上で賞状とトロフィーを受け取った橘内部長は「ま
さか受賞できると思わなかった。女性部の皆さんが
一丸となって頑張り、そして、福岡からも助っ人が
来てくれたおかげ」と満面の笑みで話しました。

を見て回り、長い歴史の中で磨かれたデザインや受け継
がれてきた技術の素晴らしさに触れてきました。
　参加者は「普段体験できない貴重な体験ができて良か
った」と話していました。次回の活動は家でもできる
「健康体操」や「リンパマッサージ」を計画しています。
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南
相
馬
市
原
町
区
上
北
高
平
で
、
水
稲

１２
・
２
　

ha
、
夏
秋
ト
マ
ト
43
ａ
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
１０
・
８
　

ha
、
み
ず
菜
、
リ
ー
フ
レ

タ
ス
な
ど
の
複
合
経
営
に
取
り
組
む
仲
野

内
勇
作
さ
ん
（
33
）。
会
社
勤
め
を
経
験

し
27
歳
で
就
農
。
今
年
就
農
6
年
目
を
迎

え
、
父
・
尚
さ
ん
、
母
・
博
子
さ
ん
、
妻
・

千
寿
子
さ
ん
と
の
4
人
の
家
族
労
働
力
で

大
規
模
経
営
を
切
り
盛
り
し
ま
す
。

メ
イ
ン
の
夏
秋
ト
マ
ト
は
養
液
栽
培
と

土
耕
栽
培
を
導
入

　

経
営
の
柱
と
な
る
夏
秋
ト
マ
ト
は
、
全

19
棟
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
、
ポ
ッ
ト
育

苗
か
ら
ヤ
シ
ガ
ラ
バ
ッ
ク
に
移
植
し
て
行

う
も
の
と
、
直
接
ヤ
シ
ガ
ラ
バ
ッ
グ
に
植

え
付
け
る
2
種
類
の
養
液
栽
培
に
加
え
、

今
年
導
入
し
た
土
耕
栽
培
を
、
そ
れ
ぞ
れ

4
月
定
植
、
5
月
定
植
、
6
月
定
植
と
3

つ
の
作
型
に
分
散
し
、
作
業
効
率
を
高
め

る
こ
と
で
の
適
期
作
業
の
実
現
と
、
高
品

質
栽
培
、
長
期
安
定
出
荷
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
比
較
的
導
入
が
容
易
な
ヤ
シ
ガ
ラ

バ
ッ
ク
栽
培
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
導

入
時
の
設
備
コ
ス
ト
の
削
減
や
、
土
壌
状

況
の
影
響
で
発
生
す
る
青
枯
れ
対
策
と
し

て
も
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
に

は
、
養
液
シ
ス
テ
ム
、
換
気
シ
ス
テ
ム
を

導
入
。
そ
の
日
の
天
候
や
外
気
温
、
ハ
ウ

ス
内
温
度
、
作
物
の
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
、
シ
ス
テ
ム
の
細
か
な
調
整
を
行
っ
て

栽
培
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

所
得
ア
ッ
プ
に
向
け
て

ロ
ス
を
無
く
し
効
率
ア
ッ
プ

　
「
農
作
業
の
面
で
は
、
頭
で
は
分
か
っ

て
い
る
こ
と
で
も
、
そ
れ
を
全
う
す
る
こ

と
が
な
か
な
か
難
し
い
。
と
に
か
く
計
画

通
り
に
作
業
を
進
め
る
こ
と
を
目
標
に
し

て
い
る
。
先
ず
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ロ
ス
を

無
く
し
、
効
率
を
上
げ
る
工
夫
を
し
て
い

き
た
い
」
と
勇
作
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
ほ

と
ん
ど
の
作
業
を
家
族
労
働
で
賄
う
大
規

模
経
営
の
中
で
、
勇
作
さ
ん
は
様
々
な
場

面
で
出
て
く
る
ロ
ス
の
削
減
を
常
に
考
え

て
い
ま
す
。「
ロ
ス
を
減
ら
し
効
率
を
上

げ
る
こ
と
。
今
は
そ
れ
が
所
得
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
第
一
歩
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ

の
後
、
規
模
拡
大
や
法
人
化
な
ど
も
視
野

に
入
れ
た
な
か
で
、
農
業
経
営
を
考
え
て

い
き
た
い
」
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。

食
べ
た
人
の
「
美
味
し
い
」
の
た
め
に

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
最
大
限
に
発
揮

　
「
農
業
は
、
や
れ
ば
や
っ
た
だ
け
の
結

果
が
つ
い
て
く
る
も
の
。
と
に
か
く
自
分

が
で
き
る
こ
と
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
れ

ば
と
思
う
。
美
味
し
い
も
の
を
作
れ
ば
、

食
べ
た
人
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
。
そ

ん
な
こ
と
を
励
み
に
、
こ
れ
か
ら
も
農
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
勇
作
さ
ん
。

新
た
な
品
種
導
入
に
向
け
試
験
栽
培
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
後
継
者
が
増
え

て
い
く
よ
う
な
農
業
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

試験栽培を行う「ぜいたくトマト」の収穫

そうま地区　仲野内勇作さん ●栽培品目　　�水稲、夏秋トマト、ブロッコリー、�
みず菜、リーフレタス

熟してからの試験栽培のトマトの収穫

養液システムを確認

ポット苗を移植したヤシガラバック

トマトのビニールハウスの前で勇作さん

の　う　　　　
ぎょう　　

　　び　と

夏秋トマトと水稲を柱に
家族経営で大規模経営に取り組む

農業人

ロスを無くし効率アップを目指す

農業所得アップ
みらいろ！テン
所得向上への取り組みを
紹介しています。
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高温（干ばつ）対策
次年度技術対策等について（もも）

営農振興
支援事業

【晩生種向け】
（１）かん水
　降水量が少なく土壌が乾燥している場合は、かん水を実
施しましょう。
　１日当たりの蒸発散量は30℃以上の晴天日で６～７㎜、
曇天日で２～３㎜、平均で４㎜程度であるので、１回のか
ん水は25～30㎜程度（10a当たり25～30t）を目安として、
５～７日間隔で実施しましょう。保水性が劣る砂質土壌な
どでは、１回のかん水量は少なくして、かん水間隔を短く
します。
　なお、収穫５～７日前からのかん水は、糖度など品質の
低下につながりやすいので、かん水は早めに実施しましょう。
（２）草刈り
　樹と草との水分競合を防ぐため、草生園では草刈りを行
いましょう。短く刈りすぎるとハダニ類が樹上にあがるの
で注意すること。
（３）マルチ
　刈り草や稲わらのマルチを行い、土壌水分の保持に努め
ましょう。
（４）新梢管理
　雨降があり、気温が低下してから徒長枝などの不要な枝は
せん除しましょう。ただし、切りすぎないよう注意しましょう。
　主枝や亜主枝の背面に発生した徒長枝や発育枝は、強い
枝を中心に除去し、日焼け防止等のため、弱めの枝を適当
な間隔で配置します。なお、もも等では基部を残して摘心
しましょう。
（５）適期収穫
　収穫前から収穫期の高温・乾燥条件で経過する場合、果
実の成熟に影響が大きいため、果実の着色、地色の抜けや
果肉の軟化等の成熟状況に注意し、適期収穫を徹底しましょ
う。
　また、収穫時の果実温が高いと果実が軟化しやすいので、
収穫は気温が低い時間帯に行い、収穫後は涼しい場所に保
管しましょう。
（６）病害虫防除
　乾燥時はアブラムシ類、ハダニ類、カメムシ類等の発生
が多くなりますので、農薬の使用基準を遵守して適期防除
を行いましょう。

【せん孔細菌病秋季防除実施徹底について】
（１）防除実施時期
　１回目：９月10日頃（秋季感染防止）
　２回目：９月25日頃（越冬防止）
　３回目：10月10日頃（越冬防止）
　※�９月10日頃を目安に第１回目の防除を実施し、第２回
目以降は２週間間隔で防除を実施して下さい。（合計最

低３回以上）
（２）防除のポイント
　①�多発園では、発病葉からの感染により、翌春の春型枝
病斑の多発が懸念されます。

　　次年度の発病を防ぐ為、合計３回防除を実施して下さい。
　②散布量は、400ℓ/10aをムラなく散布して下さい。
　③�４－12式ボルドー液（調整ボルドー）使用の際は薬害
発生の恐れがある為、十分に撹拌して下さい。

　④�防除効果と薬液透過性を高める為、散布前に徒長枝等
の切除を行って下さい。

　⑤�「ムッシュボルドーDF」及び「コサイド3000」は単
用で散布すると、薬害を生じる恐れがりますので、薬
害軽減の為に必ず「クレフノン」を加用して下さい。
また、隣接圃場に栽培・収穫作物がある場合は「コサ
イド3000」を選択するとともに飛散しないよう注意し
て下さい。

（１）大玉栽培者
　①６月から定期的にかん水を実施
　　�４月の満開から１ヵ月間は細胞分裂期に当たり、いか
に細胞数を増やすかがポイントです。（細胞数が少なけ
れば大玉生産は出来ません）従って、正確には満開以
降定期的にかん水実施が必要となります。

　　�本年の大干ばつにあっても定期的にかん水を実施した
生産者はあかつきでも例年同様18玉中心、まどかでも
13・15玉中心の栽培となりました。

　②樹勢が良い
　　�葉果比が低ければ低いほど肥大や糖度上昇率が悪く、
しいては樹勢も悪くなります。

　　�（仕上げ摘果時点で、１果当りに必要な葉枚数（葉面積）
は約50枚）

　　�また本年の場合は、大干ばつ経過に伴い葉のしおれや
黄変落葉といった樹勢低下園が目立っております。や
がて樹自身が自分の身を守る為、果実中の水分で補い、
果実の老化や生理落果へと繋がったと考えられます。

　　※�従って、①と重複しますが、樹に水分ストレスを与
えず、土壌水分を一定に保つことが非常に重要で、
樹勢維持にも繋がります。

（２）高品質栽培者
　�　土壌水分の急激な変化（水分ストレス）により、核障害・
核割れや変形・奇形果の発生、特に硬核期の干ばつは渋
味成分のポリフェノール含量が増加し、渋味果の発生（本
年は渋いと言ったクレームが散見されます）に繋がります。
　※�上記①②と重複しますが、定期的にかん水を実施する
ことが、高品質栽培にも繋がります。

営農情報

コンバインやトラクターでのほ場出入りの時などは、転落・転倒に注意しましょう。
機械の清掃・点検、わらの除去等を行う時は、必ずエンジンを止めましょう。
作業時は機械に巻き込まれにくい服装や安全防護用具（ヘルメット、防護メガネ等）を着用するな
ど、作業に適した服装で行いましょう。
早朝や夕暮れ時に自動車などから識別できるよう、低速車マークや反射板を取り付けましょう。
刈払機を使用する際は、必ず事前に農道や畦畔の点検を行い、石や空き缶など作業の障害になる
ものを取り除きましょう。

　当ＪＡは、組合員の皆様に安心して農業経営を継続し
ていただく為に労災保険の加入窓口となる労働保険事務
組合と特定農作業労災保険部会、指定農業機械労災保険
部会を設立し、組合員皆様の加入のお手伝いを致します。

対象者
　労災保険は、本来労働者の通勤による業務または、負傷、疾病、障害、死亡などに対して保険給付を行う制
度ですが、事業主の方も、一定の要件のもとに特別加入という形で任意加入できます。

一般加入
一般加入とは  みなさんが雇っているパートやアルバイト等の方々を労災保険に加入することです。
常時5人以上雇っている場合または法人の場合は強制加入となります。常時5人未満の場合は任意加入となりますが、
農業者本人が特別加入している場合は強制加入になります。従業員のみの加入も可能です。

補償の内容について
① 療養(補償)給付　必要な治療が自己負担なしで受けられる。
② 休業(補償)給付　休業４日目以降、休業１日につき給付基礎日額の80％

相当額が支給。
③ 障害(補償)給付　障害の程度に応じた年金または一時金が支給。
④ 遺族(補償)給付　遺族人数に応じた遺族年金または遺族一時金が支給。
⑤ 葬 祭 料 給 付　基礎日額に応じた額が支給。
⑥ 傷病(補償)年金　傷病等級に応じた額が支給。
⑦ 介護(補償)給付　年金または傷病（補償）年金を受給している方のうち

一定の障害の方で介護を受けている方に支給。

お問い合わせ
　労災保険の内容や加入についての詳しい内容
につきましては、ＪＡふくしま未来地区本部また
は担い手渉外担当者までお問い合わせください。

福島地区：農業振興課農業支援センター 
　　　　　　　　　　　TEL024-554-5545
伊達地区：農業振興課　TEL024-575-0114

農作業事故防止と労災保険加入

労災保険制度について

ストップ！
農作業事故

必見!!
秋は、稲刈りでコンバインを使用した作業による事故が多発しますので、注意が必要です！

特別加入制度は、以下のA~C、3つのうち、いずれかの方が対象となります。

A 特定農作業従事者の方
特定農作業従事者とは
年間の農業生産物総販売額が300万
円以上または、経営耕地面積2ヘクター
ル以上の規模の方で、次に示す農作業
に従事している方。
①動力により駆動する機械を使用する
作業　②2メートル以上の高所での作
業　③サイロ、むろ等の酸欠危険のあ
る作業　④農薬散布作業　⑤牛・馬・
豚に接触する作業

B 指定農業機械作業従事者の方
指定農業機械作業従事者とは
自営農業者（兼業農家を含む）の方で、次に指
定された機械を使用し農作業を行う方。
①動力耕うん機その他の農業用トラクター　
②動力溝掘機　③自走式田植機　④自走式
防除用機械　⑤自走式動力刈取機、自走式収
穫用機械　⑥トラック、自走式運搬用機械　
⑦動力脱穀機や動力草刈機などの定置式又
は携帯式機械　⑧無人ヘリコプター

C 中小事業主の方
中小事業主とは
常時300人以下の労働者を使用
（年間100日以上）する事業者本
人及びその家族従事者（法人の
場合は代表者以外の役員）の方。

こんな方が対象になります！

安達地区：農業振興課　TEL0243-33-2739
そうま地区：農業振興課　TEL0244-67-2702

優良農家の栽培ポイントについて
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平
成
30
年
5
月
30
日
に
パ
ル
セ
い

い
ざ
か
で
開
催
さ
れ
た
第
3
回
Ｊ
Ａ

ふ
く
し
ま
未
来
通
常
総
代
会
で
、
優

良
集
落
営
農
組
織
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
飯
豊
フ
ァ
ー
ム
を
紹
介
し
ま

す
。

　

相
馬
市
飯
豊
地
区
は
相
馬
松

川
浦
と
国
道
6
号
線
に
囲
ま
れ
、

２
０
１
５
年
の
農
業
セ
ン
サ
ス
に
よ

る
と
水
田
作
付
３
４
０
ha
、
畑
26
　

ha
で
耕
地
の
約
73
％
を
水
田
が
占
め

て
い
る
平
坦
な
農
村
地
帯
で
す
。

設
立
経
過

　

平
成
23
年
、
東
日
本
大
震
災
の
津

波
に
よ
り
こ
の
地
区
全
体
が
海
水
に

浸
か
っ
て
し
ま
い
、
休
耕
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
う
水

稲
の
作
付
は
で
き
な
い
と
落
胆
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
相
馬
市
役
所
か
ら
、

民
間
財
団
が
復
興
支
援
事
業
の
希
望

者
を
募
集
し
て
い
る
と
い
う
話
を
聞

き
、
こ
れ
に
応
募
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
事
業
採
択
に
は
法
人
設
立

が
条
件
で
あ
っ
た
た
め
、
平
成
24
年

4
月
2
日
、
４
名
で
合
同
会
社
飯
豊

フ
ァ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
ア
ル
カ
リ

資
材
や
転
炉
石
灰
で
除
塩
後
、
災
害

後
の
耕
地
に
比
較
的
強
い
大
豆
を
作

付
し
、
土
壌
改
良
か
ら
取
り
組
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
同
様
に
飯
豊
地

区
で
設
立
し
た
法
人
は
３
法
人
と
な

り
ま
し
た
。

　

現
在
の
運
営
状
況

　

農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
し
て

借
り
入
れ
て
い
る
水
田
は
80
・
5
　

ha
、

作
付
は
大
豆
46
　

ha
、
小
麦
18
　

ha
、

飼
料
米
（
ふ
く
ひ
び
き
）
15
　

ha
、
を

ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
耕
作

し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
長
雨
の
た
め
、

大
豆
は
や
や
不
良
で
し
た
が
、
小
麦

は
こ
の
地
域
は
冬
場
に
雪
が
降
ら
な

い
た
め
、
水
田
は
乾
燥
す
る
の
で
小

麦
は
良
好
に
生
産
で
き
ま
し
た
。
そ

の
他
1
・
5
　

ha
で
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を

生
産
し
て
い
ま
す
。オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、

役
員
３
名
の
ほ
か
、
地
元
か
ら
従
業

員
を
３
名
雇
用
し
て
計
６
名
で
、
相

馬
市
か
ら
借
用
し
た
汎
用
コ
ン
バ
イ

ン
3
台
、
ト
ラ
ク
タ
ー
10
台
や
田
植

機
、
ブ
ー
ム
ス
プ
レ
ヤ
ー
３
台
を
稼

働
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
飯
豊
フ
ァ
ー

ム
で
土
地
を
購
入
し
て
、
大
豆
の
乾

燥
調
製
施
設
や
事
務
所
も
設
立
し
ま

し
た
。
そ
の
他
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
を
活
用
し
て
、
水
路
や
農
道
の

維
持
管
理
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
将
来
展
望

　
「
こ
れ
ま
で
災
害
復
興
で
事
業
導

入
の
た
め
農
地
が
集
積
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
等
に
よ
り
構
造
的
に
農
地

を
耕
作
で
き
な
く
な
る
ケ
ー
ス
が
増

加
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
、益
々

担
い
手
に
集
約
し
て
、
遊
休
農
地
を

出
さ
な
い
よ
う
守
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
今
は
役
員

全
員
が
50
代
半
ば
で
働
き
盛
り
で
す

が
、
近
い
将
来
、
若
い
後
継
者
に
引

き
継
ぐ
時
代
が
必
ず
来
ま
す
。
後
継

者
が
農
業
に
希
望
を
持
っ
て
引
き
受

け
て
も
ら
え
る
よ
う
、
経
営
的
に
成

り
立
っ
て
い
く
適
正
規
模
で
維
持
し

て
い
き
た
い
で
す
。」
と
役
員
の
皆

さ
ん
に
将
来
構
想
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

大型トラクターが並ぶライスセンター倉庫

海岸沿いの広大な水田へ大豆の作付け

地域を支える組織活動

「
合
同
会
社  

飯
豊
フ
ァ
ー
ム
」 
営　農
集　団
紹　介

営農集団

前列左から阿部副部長、遠藤部長、浜名代表
後列左から門馬副会長、小島会長、竹澤部長

飼料用米　15,724袋/30kg
※集計可能な品目を表示
＜管内の集落営農組織＞

和
牛
せ
り
市
場
・
乳
牛
せ
り
市
場

単位 : 円（税込）■ＪＡふくしま未来実績（開催日　8月7日・8日）
性 入場 成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 平均日令 前月価格 前月比
雌 64 63 736,526 1,000,080 260,280 288 2,555 282 704,966 31,560
去 91 91 838,139 1,122,120 426,600 313 2,674 275 791,932 46,207
計 155 154 796,570 1,122,120 260,280 303 2,628 278 752,352 44,218

単位 : 円（税込）■福島県家畜市場（開催日　8月7日・8日）
性 入場 成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 平均日令 前月価格 前月比
雌 283 281 754,639 1,698,840 260,280 287 2,631 284 706,262 48,377
去 390 390 838,050 1,213,920 426,600 311 2,696 277 793,738 44,312
計 673 671 803,119 1,698,840 260,280 301 2,670 280 757,936 45,183

和
牛
子
牛
せ
り
前
の
手
入
れ
に
つ
い
て

　
せ
り
前
に
牛
の
汚
れ
を
落
と
す
時
は
、な
る
べ
く
水
を
使
わ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

冷
た
い
水
で
牛
の
身
体
を
洗
う
と
牛
の
体
調
が
崩
れ
た
り
、床
が
濡
れ
て
子
牛
が
転
ん
だ

り
、糞
尿
を
し
た
時
に
汚
れ
が
飛
び
散
っ
て
隣
の
子
牛
や
購
買
者
に
か
か
っ
て
し
ま
う
の

で
、ひ
ど
い
汚
れ
の
場
合
は
、せ
り
2
日
～
3
日
前
か
ら
汚
れ
を
落
と
し
て
、せ
り
当
日
は
、

少
し
付
い
た
汚
れ
が
簡
単
に
落
と
せ
る
状
態
に
な
る
よ
う
手
入
れ
を
お
願
い
し
ま
す
。

単位 : 円（税込）■乳牛せり市場（開催日　8月21日）
成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 前月価格 前月比

登録牛 1 351,000 351,000 351,000 - - 393,120 -42,120
ET和雄 5 479,952 623,160 399,600 107 4,478 622,080 -142,128

乳　雄　牛 30 173,736 206,280 127,440 70 2,472 136,916 36,820
Ｆ1雌　（育成） 1 339,120 339,120 339,120 285 1,190 - -
Ｆ1雄　(育成) 13 410,490 513,000 171,720 339 1,213 - -

F1雌（スモール） 45 224,472 285,120 151,200 68 3,306 261,262 -36,790
F1雄（スモール） 64 304,695 387,720 119,880 79 3,874 327,299 -22,604

ワンポイント
アドバイス

せり情報

地域を支える組織活動

品目 販売額

主食用米 2億257万円
34,102袋/30kg

大豆 1,161万円
ねぎ・ミニトマト
きゅうり・小松菜・
ブロッコリー等野菜

868万円

計 2億2,286万円

(合)岩子フアーム 大豆･水稲
(合)アグリフード飯渕 大豆･水稲

　飯豊地区は相馬市の南東部に位置し、国道6号線が縦断、７つの支部で
編成され、平成29年度の販売品販売高は下記の通りです。組織代表者に今
後の展望を伺いました。
小島良金飯豊支部長会会長
門馬英綱飯豊支部長会副会長

竹澤一敏そうま地区園芸部会ブロッコリー専門部長

遠藤ミヨ子女性部相馬総合支部ふれあい市加工部会部長・阿部富美子副部長

浜名英夫相馬中村総合支店飯豊地区総代代表

「当地区の支部の役割は主にJA
文書・資料の配布と水稲の畦道
指導会の参加・協力です。個人
農家が維持できなくなった農地
は3つの集落営農組織が維持して
くれることを期待していますが、
数多くの農業経営体（農家）の
協同活動がJAの原点。多くの人
で農を繋いでいただきたい。」　

「そうま地区の平成29年度のブロッコリー販売高は約1億2,312万円。行政やJA農業振興支援事業の苗助成でブロッコリーの
生産者は増えている。春作と秋冬作の内、秋冬作は日持ちが良く、大豆・水稲と両立でき、生産量の拡大により市場における
更なる産地確立を目指したい。」

「JA旧飯豊支店内の加工場「ふれあい工房」で自分達の味噌を使用した加工品(漬物等)を製造し、JAの直売所「ふれあい旬
のひろば」を中心に販売しています。会員7名全員が食品衛生責任者で、誰でも事業を継承していける体制にしています。「ふ
れあい旬のひろば」の会員223名の中の一員として仲間と共に手をつなぎ、消費者ニーズに合った商品を提供し、その場限り
でない息の長い活動を目指して女性部パワーで前を向き歩いて行きます。」

「総代の役割は、組合員の声を役職員に伝え、JA事業に反映させること。理事・監事を初め職員の方々が全力を挙げて業
務を遂行されているのでお任せの一面はありますが、組合員農家の営農生活やJA経営にマイナスになる大きな問題を常
に明示して進めていただきたい。私は家族と23ha(内主食用12ha)の水稲栽培ですが、飼料用米制度・稲WCS（稲発酵
粗飼料）活用で所得を確保していきたい。」

組織代表者に伺う今後の展望
～そうま地区(飯豊)～

販売情報

組織活動今回は、飯豊ファームのある飯豊地区を紹介

前列左から小野内善彦副社長、竹澤一敏代表取締役、小島良金専務
後列左から青田広記社員、高田秀明社員、荒木雅和社員　
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健康コラム

溶 連 菌 感 染 症
福島県農協会館診療所（所長）

重富 秀一

JAからのお知らせJAからのお知らせ

　

溶
連
菌
感
染
症
は
小
児
科
領
域
に

多
い
病
気
で
、
子
供
さ
ん
や
お
孫
さ

ん
を
お
持
ち
の
方
は
耳
に
し
た
こ
と

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
溶
連
菌
（
正
式
名
称
は
溶
血
性

連
鎖
球
菌
）
は
細
菌
の
一
種
で
、
Ａ

群
、
Ｂ
群
、
Ｃ
群
の
三
種
類
が
あ
り

ま
す
。
溶
連
菌
感
染
症
の
90
％
以
上

は
Ａ
群
溶
連
菌
に
よ
る
も
の
で
す
。

風
邪
（
普
通
感
冒
）
の
原
因
は
ほ
と

ん
ど
が
ウ
イ
ル
ス
で
す
が
、
溶
連
菌

が
咽
喉
頭
部
に
増
殖
し
て
も
風
邪
症

状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
（
表
）。
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
風
邪
は
自
然
に
軽
快

し
ま
す
が
、
溶
連
菌
は
細
菌
で
す
の

で
、
抗
生
物
質
を
投
与
し
な
い
と
治

り
ま
せ
ん（
ペ
ニ
シ
リ
ン
系
が
有
効
、

ペ
ニ
シ
リ
ン
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
人

で
は
エ
リ
ス
ロ
マ
イ
シ
ン
が
適
応
）。

溶
連
菌
感
染
症
は
、
飛
沫
感
染
あ
る

い
は
接
触
感
染
で
広
が
る
た
め
、
学

校
で
流
行
し
た
場
合
に
出
席
を
停
止

す
る
こ
と
が
で
き
る
第
三
種
の
感
染

症
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
師
が

感
染
の
恐
れ
が
な
い
と
認
め
る
ま
で

出
席
停
止
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

溶
連
菌
感
染
症
と
診
断
さ
れ
る
と
家

族
の
皆
さ
ん
は
大
変
心
配
さ
れ
る
の

で
す
が
、
抗
生
物
質
治
療
開
始
時
間

24
時
間
を
経
て
全
身
状
態
が
良
け
れ

ば
登
校
可
能
で
あ
り
、
登
校
停
止
期

間
は
長
く
て
も
発
症
当
日
と
翌
日
の

二
日
間
程
度
で
す
。
肺
炎
や
猩
紅
熱

な
ど
の
よ
う
に
重
症
化
し
な
け
れ

ば
、
抗
生
物
質
を
服
用
後
2
～
3
日

で
熱
は
下
が
り
ま
す
が
抗
生
物
質
は

そ
の
後
も
し
ば
ら
く（
5
～
10
日
間
）

服
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ

て
、
溶
連
菌
は
い
っ
た
い
は
ど
こ
に

存
在
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。実
は
、

溶
連
菌
は
健
康
な
私
た
ち
の
咽
喉
や

皮
膚
に
住
み
つ
い
て
い
る
の
で
す
。

喉
に
溶
連
菌
を
持
っ
て
い
る
子
供
で

元
気
な
子
供
は
大
勢
い
ま
す
（
3
割

と
も
言
わ
れ
る
）。
喉
に
溶
連
菌
が

い
て
も
、
症
状
が
な
い
人
を
保
菌
者

と
い
い
、
菌
が
一
定
数
以
上
に
増
殖

し
て
発
熱
や
咽
喉
頭
痛
が
出
現
し
た

人
を
感
染
者
と
言
い
ま
す
。
軽
い
風

邪
症
状
で
熱
が
な
い
子
供
の
咽
頭
部

か
ら
溶
連
菌
が
検
出
さ
れ
て
も
真
の

溶
連
菌
感
染
症
で
は
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
溶
連
菌
感
染
症
と
し
て
治

療
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
溶

連
菌
が
何
か
の
き
っ
か
け
で
増
殖
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
起
こ
し
た
場

合
で
す
。
一
般
的
に
は
、
2
～
5
日

の
潜
伏
期
を
経
て
、
38
℃
以
上
の
発

熱
と
全
身
倦
怠
感
、
の
ど
の
痛
み
が

出
現
し
ま
す
。咽
喉
頭
部
が
発
赤
し
、

扁
桃
腺
や
頚
部
リ
ン
パ
腺
の
腫
張
を

認
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
舌
に
イ

チ
ゴ
の
よ
う
な
ぶ
つ
ぶ
つ
が
出
来
た

り
（
イ
チ
ゴ
舌
）、
全
身
の
皮
膚
に

発
疹
が
出
現
し
た
り
し
ま
す
。
ま
れ

で
す
が
、
回
復
期
に
腎
炎
を
合
併
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
溶
連
菌
感
染

後
腎
炎
）。
溶
連
菌
感
染
症
を
適
切

に
治
療
し
て
も
腎
炎
の
発
症
を
予
防

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
な
ぜ
腎
炎
が

発
症
す
る
か
も
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
溶
連
菌
感
染
後
腎
炎
は
3
歳
未

満
に
発
症
す
る
こ
と
は
ま
れ
で
、
大

部
分
は
小
学
生
以
上
で
す
が
、
腎
炎

を
発
症
し
て
も
大
部
分
は
安
静
と
食

事
療
法
で
回
復
し
ま
す
。
溶
連
菌
感

染
症
は
12
月
か
ら
7
月
上
旬
に
か
け

て
流
行
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
一
年
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
病
気

な
の
で
、
常
に
注
意
が
必
要
で
す

（
図
）。溶
連
菌
感
染
症
の
予
防
に
は
、

の
ど
や
皮
膚
に
常
在
し
て
い
る
溶
連

菌
を
過
剰
に
増
殖
さ
せ
な
い
た
め
の

歯
磨
き
、
外
出
後
の
う
が
い
・
手
洗

い
・
皮
膚
の
清
潔
に
心
が
け
、
規
則

正
し
い
生
活
を
し
て
体
力
と
免
疫
力

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

図　主な小児感染症の月別患者数（2015年）
（島根県感染症発生動向年より）

陽性群（124人） 陰性群（356人） 検　　　定有症状・所見率 実数 有症状・所見率 実数
発　　　熱 74.2% （92） 65.2% （232） P=0.07482
咽　頭　痛 61.3% （76） 50.3% （179） P=0.03696
咳　　　嗽 25.8% （32） 34.6% （123） P=0.07554
頭　　　痛 24.2% （30） 19.4% （69） P=0.05021
腹　　　痛   8.1% （10） 12.1% （43） P=0.2477
発　　　疹 15.3% （19） 16.9% （60） P=0.7791
咽 頭 発 赤 67.7% （84） 28.4% （101） P=1.714×10-14
扁桃滲出物 10.5% （13） 18.3% （65） P=0.0477

表　A群溶連菌の陽性群と陰性群の症状比較（咽頭扁桃ぬぐい液培養検査）
國吉保孝他：日本プライマリーケア学会連動学雑誌（2012年）
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06創造的自己改革実践中!! 
～組合員全戸訪問活動の展開!!～

　平成28年に４ＪＡが広域合併し、おかげさまで新ＪＡとして
３年目を迎えております。今年度、その御礼と、ＪＡをより知っ
ていただくため、組合員のみなさまのお宅を訪問させていた
だきます。よろしくお願いいたします。
　第1回訪問　・・・　平成30年9月～ 11月
　第2回訪問　・・・　平成31年1月～ 4月（組合員アンケート調査）

　ＪＡでは、創造的自己改革の取り組みを加速化させていると
ころですが、来年実施される（全国）組合員アンケート調査に向
けて、直接、組合員宅を訪問させていただき、対話による意見・
要望等をおうかがいいたします。また、准組合員のみなさまにも
「わがＪＡ」意識を改めて持っていただくこと、地域農業の応援を
していただくことが必要であると考えております。

正組合員資格要件が変わりました！
　現在の農業形態は多様化しており、正組合員の面積要件を10a以上と一律に規定するのは適切ではありませ
ん。また、ＪＡの組織事業基盤の拡充の観点から正組合員の維持・拡大をはかることが当ＪＡにとって重要な課題
です。以上により、今通常総代会において、正組合員資格を「年間農業従事日数30日以上」に変更しました。資格要
件を満たされる方は、積極的な変更手続きをお願いいたします。

［訂正・お詫び］この度お渡しする上記訪問チラシ右下にJAカード５％割引対象直売所を掲載しておりますが、
　　　　　　　Yショップここら西店はコンビニ一体型店舗のため割引対象外となります。

訪問チラシの内面

JAの介護福祉事業
地域の介護をみんなで支え合いましょう！！

地域の介護をみんなで支え合いましょう！！

お問い合わせ
ＪＡふくしま未来介護レンタルステーション 024-538-1123

　在宅介護では大きな悩みとして排泄の問題があります。
　トイレまで行けないとポータブルトイレを利用するのです
が、従来の汚物バケツタイプの場合、臭いや汚物処理の手間
や衛生上の管理では家族の介護に大きな負担がかかってい
ました。
　また、家族の介護力が期待できない老々介護や独居の利
用者様の場合は、訪問介護のへルパーさんの力を借りないと
在宅生活が成り立ちません。
　このような事例が介護現場では多くなってきています。
　そうした悩みを一変できる画期的なポータブルトイレの販
売が現在急増しています。

自動ラップ式ポータブルトイレのご紹介
「自動ラップ式ポータブルトイレラップポン」
　リモコン操作だけで、専用フィルムの
中の排泄物を熱圧着し完全密閉。
　動作状態を音声で案内してくれ、ラッ
プ完了時間もデジタル表示。処理が完了
したら、袋をゴミ箱に入れ、オムツと同じ
ように燃えるゴミに出せます。

　消耗品は60回利用できる専用フィルムカセットと凝固剤がセットで
3,240円。1回あたり約50円。
　本体は、介護保険対象商品で自己負担は約1万円（1割負担の場合）

福祉用具専門相談員、介護准職員募集中！
お問い合わせは　024-565-3200

喜ばれ
ていま

す
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俳
句

桃
除
袋
光
る
額
の
老
婦

石
幡 

洋
一さ
ん
（
桑
折
町
）

か
き
氷
食
べ
て
頭
に
つ
ん
と
き
て

中
野 

里
桜
花
さ
ん
（
相
馬
市
）

盆
去
り
て
静
ま
り
か
え
る
座
敷
か
な

遠
藤 

文
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

薄
暮
時
馬
の
背
に
夢
む
す
ぶ
夏

横
山 

菊
子
さ
ん
（
飯
舘
村
）

住
み
よ
い
か
草
畑
の
な
か
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の
音
か

志
賀 
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雄
さ
ん
（
南
相
馬
市
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区
）

朝
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の
命
と
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く
ろ

夕
に
見
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ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
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）
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み
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孫
が
テ
レ
ビ
を
独
り
じ
め

吉
田 

昭
雄
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
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天
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早
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べ
た
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ん
（
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）

短
歌
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と
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空

　

今
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で
見
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座
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江
さ
ん
（
新
地
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）
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の
植
え
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を
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せ
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島
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）

作
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の
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焼
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梨
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佐
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ん
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福
島
市
）
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の
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波
に

　

先
人
の
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流
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そ
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邉 
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ん
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達
市
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）
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ど
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暑
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て
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濯
日
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）

終
わ
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人
介
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光
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相
馬
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月
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暗
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達
市
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舞
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懐
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光
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に
も
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て
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市
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）
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林 

ハ
ツ
子
さ
ん
（
南
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馬
市
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町
区
）

甲
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打
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泣
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笑
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茂
さ
ん
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南
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市
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）

孫
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出
来
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番
な
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林 

マ
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子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）
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野
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ゲ
選
手
力
士
み
よ

三
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良
一さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

猛
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夏
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は
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風

太
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三
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さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）
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故
人
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前
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（
南
相
馬
市
原
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区
）

だ
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な
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だ
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大
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南
相
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市
原
町
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し
か
宮
城
に
い
と
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藤
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實
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

元
歯
医
者
雷
鳴
れ
ば
診
療
止
め
寝

藤
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元
気
さ
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（
南
相
馬
市
原
町
区
）

将
来
人
の
人
生
人
の
道

安
藤 

春
美
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

俳
句
・
短
歌
・
川
柳

作品募集中 !
絵手紙、川柳、俳句、短歌の作品を募集いたします。
住所・氏名・年齢・ご連絡先を明記の上ハガキま
たは封書にて、お送りください。また、「みらいろ」
を見てのご意見、ご感想もお待ちしております。
応募締切は9月20日（木）必着です。
〒960-0185
福島県福島市北矢野目字原田東1-1
JAふくしま未来「みらいろ作品展」係

※応募多数の場合は、掲載できない場合もございます、
あらかじめご了承ください。

但野 ヨオ子さん（南相馬市鹿島区）

伊藤 恵子さん（福島市）

宍戸 フミさん（桑折町）

佐藤 ヨシさん（二本松市）

桑折 ツネ子さん（南相馬市原町区）

菅野 惠子さん（桑折町）

岡﨑 イクさん（桑折町）

武田 良子さん（桑折町）

宍戸 眞理子さん（福島市）

大石 久子さん（二本松市）曳地 美雪さん（伊達市梁川町）
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JAからのお知らせJAからのお知らせ

2枚

ジェイエイ
新ふくしま燃料（株）
ジェイエイ
新ふくしま燃料（株）

（株）マックスサービスそうま（株）マックスサービスそうま

ＪＡふくしま未来・伊達地区
（燃料・ガス・農機具・自動車・リフォーム事業）
ＪＡふくしま未来・伊達地区
（燃料・ガス・農機具・自動車・リフォーム事業）

ＪＡみちのく安達燃料（株）
ＪＡふくしま未来・安達地区（農機具等事業）
ＪＡみちのく安達燃料（株）
ＪＡふくしま未来・安達地区（農機具等事業）

合併
株式会社 JAふくしま未来サービス

株式会社 JAふくしま未来サービス

福島地区、伊達地区、安達地区、そうま地区
地域のみなさまに益々、貢献するために

福島地区、伊達地区、安達地区、そうま地区
地域のみなさまに益々、貢献するために

第一給油所（セルフ）
第二給油所
清水給油所
湯野給油所
茂庭給油所
野田南給油所
水保給油所
大森給油所（セルフ）
松川給油所
福田給油所
保原給油所（セルフ）
柱沢給油所

０２４－５５４－１３４８
０２４－５５８－４４２０
０２４－５５７－２３３３
０２４－５４２－１１６４
０２４－５９６－１２３１
０２４－５２６－２００３
０２４－５９３－０１５９
０２４－５４６－１１２２
０２４－５６７－３３２２
０２４－５６５－３３８２
０２４－５７４－３１０１
０２４－５７６－４８００

０２４－５８２－５４８５
０２４－５８５－３４０２
０２４－５８６－１５３０
０２４－５７７－４８００
０２４－５７７－５４６１
０２４３－２２－０９３１
０２４３－５３－２６０２
０２４３－５７－２０１６
０２４３－３４－３８３３
０２４３－４８－２４３９
０２４４－６２－４３３９
０２４４－３５－５０４０
０２４４－３６－０９３９
０２４４－３４－２１２５

０２４－５５８－６９５７
０２４－５４１－２３９０
０２４－５６７－３３９０
０２４－５６５－３２０２
０２４－５７５－３８３９
０２４－５８２－２３４０
０２４－５８５－２５６５
０２４－５８６－１０４５
０２４－５７２－２１４１
０２４－５７７－０５３６
０２４３－２２－１０４５

桑折中央給油所
国見給油所
霊山中央給油所
梁川中央給油所
梁川南給油所
岳下給油所
安達給油所
岩代給油所
本宮給油所
玉井給油所
新地給油所
大野給油所（セルフ）
馬場野給油所（セルフ）
玉野給油所

鹿島給油所
原町給油所（セルフ）
石神給油所
小高給油所（セルフ）
飯舘給油所

福島農機センター
飯坂農機センター
松川農機センター
川俣飯野農機センター
伊達保原農機センター
桑折農機センター
国見農機センター
霊山農機センター
月舘農機センター
梁川農機センター
二本松農機センター

福島ガスセンター
川俣飯野ガスセンター
伊達ガスセンター
安達ガスセンター
相馬ガスセンター
原町飯舘ガスセンター

福島自動車センター
伊達自動車センター
相馬自動車センター

〒960-0617　伊達市保原町7丁目33-3　TEL.024-572-7381　FAX.０２４－５７2－7382

9/1
土

2018

燃料・ガス・農機具・自動車・リフォーム事業等のより一層の
サービス向上のため、各地区の会社・事業を統合！

自動車ガス

給油所

地区ごとの合併記念得々キャンペーンは他にも満載！ 詳しくは、各店舗へ！！

スタンダードパートタイム
4WD（5MT）ホワイト
メーカー希望小売価格
982,800円（消費税込/車両本体価格）

※別途登録諸費用及びリサイクル料などがかかります。
※各地区によって登録費用が異なります。
※地区によっては軽自動車の保管場所の届出が必要となります。

PA-A93WCR-R/L
定価96,984円((税込)をPD-810WV-60GX定価221,400円((税込)をPD-810WV-60GX定価221,400円((税込)を

ガソリン・軽油ガソリン・軽油

888,000888,000888,000円円円
（
税
込
）

（
税
込
）

5,0005,0005,000円円円
（
税
込
）

（
税
込
）

49,80049,80049,800円円円
（
税
込
）

（
税
込
）

118,000118,000118,000円円円
（
税
込
）

（
税
込
）

合併記念特別価格

合併記念特別価格

合併記念
特別価格

合併記念
特別価格

農機具

超お得！超お得！ これは
見逃せない

！これは
見逃せない

！

LPガス（リフォーム）関連

農機具

自動車

給油所

キャンペーン期間：9月7日●～9月30日●金 日 キャンペーン期間：9月7日●～9月30日●金 日

キャンペーン期間：9月7日●～9月13日●金 木 キャンペーン期間：9月7日●～9月30日●金 日

HIJET TRUCK

1枚3,240円（税込）
2枚6,480円（税込）の品

本宮農機センター
相馬農機センター
新地農機センター
鹿島農機センター
原町農機センター
大甕農機センター

０２４－５５３－１６５１
０２４－５７７－１７０９
０２４４－３６－５５４４

０２４－５５５－３１１０
０２４－５６５－３２３９
０２４－５７５－０１１６
０２４３－２４－８３８８
０２４４－３６－０９４２
０２４４－２２－２２９９

０２４４－４６－２２８１
０２４４－２2－1210
０２４４－２４－４７16
０２４４－４４－４７14
０２４４－４２－００29

０２４３－３３－３２５4
０２４４－３６－５５４４
０２４４－６２－２１９６
０２４４－４６－４６７７
０２４４－２２－３１６５
０２４４－２２－６０５８

車両本体価格

フロアマット（ラバー）

¥982,800

¥5,033
ロングバイザー ¥5,897

¥993,730

¥888,000
▲ ¥105,730

＋

＋

●夏タイヤ
●スタッドレスタイヤ

早期予約受付中！！

共立 軽量窓あきTRL型
純正チップソー
軽量窓あきTRL型
純正チップソー
軽量窓あきTRL型
純正チップソー

共立 軽量窓あきTRL型
純正チップソー

丸山ウルトラチップソーウルトラチップソーウルトラチップソー丸山ウルトラチップソー

ハイゼットトラック

いずれのチップソーもいずれのチップソーも

合併記念
特別価格

テーブル
コンロ

ビルトイン
コンロ

※工事費込

合併記念
特別価格
合併記念
特別価格
合併記念
特別価格

期間
限定

専用チラシを必ずご確認のうえお申込み下さい。
専用チラシは各支店にご準備しております。
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元気にすくすく

みらいっ子

福島地区 安達地区

そうま地区そうま地区 伊達地区

福島市
●橘内 義知さん、
　望さんのお子さん

●伊
い

織
おり

ちゃん（7歳）

　陵
りょう

花
か

ちゃん（9 ヶ月）

二本松市
●熊田 克也さん、
　玲華さんのお子さん

●藍
あい

莉
り

ちゃん（8歳）

　朱
しゅ

煌
おう

くん（6歳）

　橙
とう

聖
せい

くん（3歳）

　柴
し

月
づき

ちゃん（0歳）

南相馬市
●佐藤 大祐さん、
　香織さんのお子さん

●結
ゆい

香
か

ちゃん（2歳）

　結
ゆ

音
の

ちゃん（0歳）

伊達市
●菊田 容久さん、
　あかりさんのお子さん

●まりんちゃん（2歳）

　太
たい

陽
よう

くん（1歳）

仲良し姉妹は、
今日も元気
いっぱいです！

4人みんな仲
良く、元気に育っ
てください！

これからもいっぱい
笑顔を見せてね

やさい大好き！
アンパンマン
大好きな2人
元気に育ってネ！！

吉田自動車整備工場
新車・中古車販売、車検整備（民間車
検）、板金塗装受け賜ります。
【共済代理店】

住　　所　二本松市西勝田字柏木田2-2
営業時間　8：30～17：30
定 休 日　日曜・祝日
T E L　0243-55-2346

サービス内容
会員証提示で車検ご
利用頂いたお客様に
粗品進呈

福島日興自動車(株)
新車・中古車販売、車検、板金、塗
装、修理、自動車保険、各種オート
ローン、パーツ取り付け等、車の事な
らお任せください。【共済代理店】
住　　所　本宮市仁井田字枡形39-1
営業時間　8：30～18：30
定 休 日　不定休
T E L　0243-33-4610

サービス内容
会員証提示で車検時工賃５％
オフ！お車ご成約時１０％オ
フ！（軽自動車、普通乗用車、
総乗り上がり価格５０万円以上
のお車に限らさせて頂きます）

共栄モーター整備
親切・丁寧・安心がモットーです。
大切なお車を安心してお任せくださ
い。
【共済代理店】

サービス内容

粗品かタオル進呈

住　　所　南相馬市小高区東町2-37
営業時間　9：00～17：00
定 休 日　土曜・日曜・祝日
T E L　0244-44-3351

（有）GLOBE
お客様が今乗りたいお車を、お求め
やすい価格で安心と共にご提供しま
す。

サービス内容

販売成約時
希望ナンバーサービス

住　　所　福島市成川字馬場9-1
営業時間　9：30～18：30
定 休 日　不定休
T E L　024-544-6651

（株）ニューオート
お車の板金修理・車検整備。本当の
プロの技術でスピード修理致します！
（一級整備士常駐のお店）
【共済代理店】

サービス内容

粗品サービス

住　　所　福島市大森字下原田18-2
営業時間　8：30～17：30
定 休 日　日曜・祝日
T E L　024-545-5810

（有）尾形自動車工業
あなたの身近な車屋さん！！どんな
事でもお気軽にご相談ください。
【共済代理店】

サービス内容

ご利用時会員証提示
で粗品進呈

住　　所　福島市松川字浅川椚林15
営業時間　9：00～17：30
定 休 日　月曜
T E L　024-548-7706

（株）三品モーター
各種自動車販売・車検整備・板金修
理受け賜ります。
【共済代理店】【ＪＡ共済指定工場】

サービス内容

車検・点検・エンジンオ
イル交換でＬＥＤライト
付キーホルダー進呈

住　　所　伊達市梁川町字西土橋32
営業時間　8：30～17：30
定 休 日　年末年始・ゴールデン
　　　　　ウィーク・お盆
T E L　024-577-1148

（株）エムズテクノ
新車・中古車販売、車検・修理・板
金・塗装・事故の保険修理、お車のこ
とならお気軽にご相談ください。
【共済代理店】

サービス内容

車検・点検・エンジン
オイル交換時に粗品
プレゼント

住　　所　伊達市北後11-1
営業時間　10：00～17：00
定 休 日　水曜・祝日
T E L　024-584-3457

（有）ワイズオート
くるま板金塗装のプロショップです。
車検・販売・買取ご相談ください。
【共済代理店】【ＪＡ共済指定工場】

サービス内容

板金塗装工賃10％OFF、車検
時エンジンオイル交換サービ
ス（４ℓまで）SNグレード使用（ガ
ソリン車）、板金塗装見積無料

住　　所　桑折町字舘67-5
営業時間　9：00～18：00
定 休 日　日曜・祝日・第２土曜
T E L　024-581-2223

みらいろポイントカード協力店でおトクなサービスを受けよう！
ここではみらいろポイントカードを提示することで、サービスが受けられるお店を紹介します。

みらいろポイントカード協力店紹介

さらに協力店を知りたい場合は、各直売所に置いてある「協力店ガイド」をご覧ください。

オートボディエフ
車のキズ・へこみから板金塗装、車検整備ま
で車の事なら何でもご相談ください！車検時
のタイヤ購入など系列店もあるので、バリ
エーション豊富に安価でご案内いたします。
【共済代理店】【ＪＡ共済指定工場】
住　　所　本宮市本宮字小幡6-3
営業時間　8：00～17：00
定 休 日　日曜、祝日
T E L　0243-33-2658

サービス内容
会員証提示でウォッ
シャー液（400ｍｌ）
１本プレゼント

（レッカー等のロードサービスは24時間可）
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タテのカギ ヨコのカギ

二重マスの文字をA～Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

官製ハガキに、①パズルの答え  ②郵便番号  ③住所 
④氏名 ⑤年齢 ⑥職業 ⑦電話番号 ⑧ＪＡや広報誌
に関するご意見、ご要望、地域の話題等を記入の上、
下記の宛て先までご応募ください。

〒960-0185
福島県福島市北矢野目字原田東1-1
ＪＡふくしま未来「広報誌クロスワードパズル」係

応募方法

宛て先

締め切り

※記載された個人情報は、賞品の発送以外の目的には使用いたしません。当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

平成 30年 9月25日（火）必着

①ギーッチョンと鳴く秋の虫
②図書館で専門的な仕事をします
③海に潜って貝などをとる職業
④目のこと。つぶらな──
⑥ゆらゆらとバランスを取る玩具。長い腕
を持つ人の形をしています
⑧子（ね）と寅（とら）の間
⑩警察官や消防士、裁判官はこれ
⑫黄門様のお膝元です
⑭決まった時間に寝起きする、──正しい
生活
⑯渦巻き模様が付けられた練り物
⑱二十世紀、新高などの品種があります

①馬に乗る人のこと
③マガモを改良して作られました
⑤お金を借りると付くことも
⑥日本海軍が造った世界最大の戦艦
⑦軍配を持って土俵に上がります
⑨神社で神事に奉仕する女性
⑪泡立ててメレンゲを作ります
⑬田畑を耕す道具の一つ
⑮首都はハノイ。米の生産が盛んな国です
⑰──あれば憂いなし
⑲野球でランナーが滑り込む所
⑳カトリックでは神父、プロテスタント
なら
㉑リレーの選手がつなぐ物

CROSSWORD PUZZLE
クロスワードパズル

先月号の答え

コ ス モ ス
たくさんのご応募ありがとう
ございました。
正解者の中から抽選で
「みらいろオリジナルグッズ」
を10名様にお送りさせてい
ただきます。

答え

JAふくしま未来
オリジナルキャラクター
きゅうり之介

愛知県からきた広報課の羽賀大貴職員が役員イ
ンタビューを行い、新人だからこそ聞き出せた
「トップの素顔（仕事に対する想いや休日の過ごし
方など）」を聞き出します。第7弾は企画担当の半
谷義弘常務にインタビューしました。

羽賀が聞く！
座右の銘や
モットーは
ありますか。

Q

広報誌を愛読してくださっている皆様へ一言。Q

趣味は何ですか。Q

これからの目標はなんですか。Q

企画常務として心がけていることはなんですか。Q

企画常務として業務を行う半谷常務

みらいろ女子会であいさつ
する半谷常務

第6回理事会 日時 ▼ �平成30年7月31日（火）午後1時30分
場所 ▼ＪＡ福島ビル　1001会議室

理事会報告
JAふくしま未来の概要

平成30年7月末現在

組合員数（正）� 45,892人
　　　　（准）� 48,493人
役　員　数　理事� 55人
　　　　　　監事� 8人
職　員　数� 1,384人
准職員数� 357人
出　資　金� 16,245百万円

事業実績
購買品供給高� 7,400百万円
販売品販売高� 9,576百万円
貯　金　高� 716,631百万円
貸��付��金��高� 167,435百万円
長期共済保有高� 2,656,469百万円

　この広報誌が届くころは、日中の気温も下がって過ごしやすくなって
いるのでしょうか、それともまだまだ残暑が厳しい日々が続いているのでしょ
うか。それにしても、今年の夏は、本当に暑すぎました。最高気温を塗
り替えていく毎日に恐怖すら感じました。高温もさることながら、雨が降
らない状況は、農業にとって大打撃となり、さらに、異常な進み方をし
た7月下旬の台風12号の発生にも驚かせられました。とにかく異常ともい
える自然の驚異を感じされられた今年の夏。季節は秋を迎えます。井

編集後記

ローンセンター営業時間変更のお知らせ

福島地区
ローンセンター

〒960-8253
福島市泉字堀ノ内
6-2

【TEL】 
 024-555-0840

【FAX】 
 024-559-0131

伊達地区
ローンセンター

〒960-0672
伊達市保原町下野崎
5-1

【TEL】 
 024-575-0556

【FAX】
 024-575-4148

安達地区
ローンセンター

〒964-0871
二本松市成田町 1 丁目
821-1

【TEL】 
 0243-24-1127

【FAX】
 0243-24-1129

そうま地区
ローンセンター

〒979-2442
南相馬市鹿島区横手
字川原 185-1

【TEL】
 0244-46-2234

【FAX】
 0244-46-5160

ローンセンターの営業時間が８月１日（水）から下記の通り変更になりました

■ 営 業 日　日曜～火曜日・木曜～金曜日
■ 営業時間　9：30～ 17：00
■ 定 休 日　毎週　水曜日・土曜日
　　　　　　 及び 祝日■協議事項

議案第１号	理事会承認貸付金について

議案第２号		平成30年度ＪＡまつり等の開催について

議案第３号		創造的自己改革推進における組合員	
全戸訪問活動の展開について

議案第４号	正組合員拡大運動について

議案第５号		福島県農業信用基金協会への増資に	
ついて

議案第６号	就業規則の改正について
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【 開会式次第 】
１．あいさつ
２．コース案内と注意事項
３．ラジオ体操
　午前10時スタート！！
★スタート… 合戦場のしだれ桜広場
★途中休憩… 一本杉公園
★ゴ ー ル … 杉沢の大杉広場
※�昼食・閉会後、ゴール～スタートまでバスで戻ります。
大型バスで２往復しますので、多少待ち時間がありま
すが、ご了承ください。大杉広場でごゆっくりお過ご
しください。

ふれ愛ウォークｉｎいわしろ

安達地区安達地区

○日　時： 9月29日（土）　9：30受付  
9：45開会式 　10：00スタート

○会　場：合戦場のしだれ桜広場 　（5.5㌔コース）
○参加費：500円

お問合せ先：安達地区地域支援課　TEL：0243-24-1369
詳しくはお近くの支店または、下記お問い合せ先まで

JAふくしま未来安達地区　健康寿命100歳プロジェクト

《イベント会場》
ゴールスタンプ・完歩証の贈呈

お楽しみ抽選会・豚汁の振る舞い
こらんしょ市出張販売

《途中休憩》
きゅうりの１本漬け・梅干し・麦茶
ごんぼコロッケ・冷え冷えゼリー

ウォーキングで
楽しく健康づくり

福島地区福島地区

野菜栽培指導会のご案内

※最寄りの会場へお越しください。
お問合せ先：直販課福島地区センター
TEL：024-553-3657　　FAX：024-553-3119

★講　師　　各営農センター指導員、直販課職員

①秋冬野菜の栽培管理
②病害虫防除対策今月の内容

9月26日（水）
　10：30～　北信支店会議室
　14：00～　庭塚地区活性化センター会議室
　14：00～　松川営農センター会議室
9月27日（木）　
　14：00～　福島南支店会議室
　14：00～　立子山地区活性化センター会議室
　14：00～　川俣飯野営農センター資材店会議室

直売所全店統一イベント

ぶどうまつり開催
　9月15日（土）、16日（日）は管内の農産物直売所各
店にて、旬の「ぶどう」を多数取り揃えております！ 
また、地区や各店で様々なイベントも開催します。
　皆様のご来店心よりお待ちしております。

実施店舗
ここら各店、みらい百彩館んめ～べ、こらんしょ市
二本松店・本宮店、旬のひろば、ふれあい旬のひろば

全地区全地区
人形・提灯供養祭

終活セミナー同時開催

伊達地区伊達地区

日　時 : 9月23日（日）　 9：00~15：00  
読経　15：00~

場　所 : みらい斎場ほばら
　　　（伊達市保原町字京門44-1）
供養料 :  人形1体200円、提灯1張500円、  

ガラスケースは不可。

人形、提灯受付時間
9月22日（土）　13：00~17：00
　  23日（日）　  9：00~15：00

「みらい斎場ほぼら」まで持参をお願いします。
お問合せ先:伊達地区催事課　TEL:024-575-0207

みらいスクール
伊達地区伊達地区

日　　　時 : 10月11日(木)　9：30~11：30

会　　　場 :  国見総合支店　みらいホール国見  
（伊達郡国見町大字藤田字一丁田三5）

講　　　師 : 田本　智子　氏
定　　　員 : 50人（先着順で定員になり次第締め切り）
参　加　料 : 1,000円
お問合せ先 : 伊達地区経済課　TEL：024-575-0305

「ハーバリウム教室」

終活セミナー
日　　　時 : 9月23日（日）　10：00~11：30
場　　　所 :  みらい斎場ほばら敷地内  

（伊達市保原町字京門44-1）
お問合せ先 :  伊達地区催事課  

TEL：024-575-0207

人形・提灯供養祭
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